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日
本
へ
は
じ
め
て
渡
っ
て
来
た
民
族
は
南
北
二
つ
の
民
族
で
あ
る
と
云
わ
れ
て
い
る
。

南
極
は
東
南
ア
ジ
ア
方
面
か
ら
黒
潮
の
流
れ
に
舟
を
の
せ
て
や
っ
て
来
た
。
そ
れ
が
太
平
洋
沿
岸
の
土
佐
、
阿
波
、
更
に
は
本
州
の
紀

伊
、
房
総
半
島
に
か
け
て
上
陸
し
た
。
ま
た
一
部
は
黒
潮
の
支
流
に
そ
っ
て
九
州
を
足
場
と
し
て
瀬
戸
内
海
沿
岸
に
拡
が
っ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
う
ち
淀
川
口
か
ら
近
江
辺
り
ま
で
遡
っ
て
い
た
も
の
、
鳴
戸
海
峡
か
ら
外
海
に
出
、
伊
勢
湾
に
入
り
伊
勢
に
住
み
つ
い
た
も

む
ね
か
た

の
、
何
れ
も
原
マ
レ
イ
人
で
潜
水
漁
民
と
し
て
の
筑
前
宗
像
系
の
海
人
族
で
あ
る
。

彼
等
は
筑
前
、
筑
後
、
豊
前
、
豊
後
、
壱
岐
、
対
馬
を
根
拠
地
と
し
て
裏
日
本
の
山
陰
か
ら
但
馬
、
丹
後
を
経
て
若
狭
湾
に
入
り
、
更

に
進
ん
で
能
登
半
島
を
廻
り
富
山
湾
か
ら
越
後
の
沿
岸
に
、
つ
い
に
は
佐
渡
に
ま
で
達
し
た
。

彼
等
の
移
り
住
ん
だ
洞
窟
や
、
貝
塚
な
ど
の
遺
跡
か
ら
は
数
多
く
の
茅
山
式
（
横
須
賀
市
佐
山
町
茅
山
観
音
堂
）
、
安
行
式
（
埼
玉
県
川
口
市
旧
安

行
村
）
、
亀
ヶ
岡
式
（
青
森
県
西
津
軽
郡
館
岡
村
亀
ヶ
岡
）
の
縄
紋
土
器
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
宗
像
海
人
族
は
海
岸
に
上
陸
後
そ
の
一
部
が
河
川
に
沿
っ
て
内
陸
に
入
っ
た
。
す
な
わ
ち
前
述
の
通
り
第
一
は
瀬
戸
内

海
か
ら
淀
川
流
域
に
沿
う
て
近
江
の
琵
琶
湖
沿
岸
に
、
一
部
は
山
城
の
加
茂
川
や
桂
川
の
流
域
に
、
一
部
は
木
津
川
に
沿
う
て
大
和
平
野

す
る
。 第
二
に
山
陰
地
方
の
海
人
は
出
雲
や
三
丹
方
面
か
ら
保
津
川
の
流
域
に
、
第
三
の
伊
勢
海
人
は
鈴
鹿
峠
を
超
え
て
近
江
に
、
そ
の
分
流

あ
ど

は
木
曾
川
、
天
竜
川
を
遡
っ
て
信
州
に
及
ん
だ
。
第
四
に
若
狭
地
方
の
海
人
は
琵
琶
湖
西
岸
の
安
曇
川
に
入
り
、
の
ち
の
安
曇
郷
に
発
展

に
入
っ
た
の
で
あ
る
。

一
南
の
海
、
北
の
陸
か
ら
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こ
れ
ら
海
人
の
一
派
は
東
海
の
沿
岸
に
沿
う
て
伊
豆
か
ら
常
陸
へ
さ
ら
に
北
上
し
て
松
島
湾
に
ま
で
達
し
た
と
云
わ
れ
る
。

北
種
族
は
大
陸
か
ら
朝
鮮
半
島
を
経
て
、
壱
岐
、
対
馬
か
ら
日
本
海
を
渡
り
出
雲
に
上
陸
し
た
。
彼
等
の
渡
来
は
南
種
族
よ
り
早
く
、

出
雲
を
拠
点
と
し
て
一
異
日
本
一
円
に
根
を
張
っ
た
が
そ
の
一
部
は
越
後
、
奥
羽
に
ま
で
勢
力
を
伸
張
し
た
。

こ
れ
ら
種
族
は
当
初
上
陸
地
の
河
口
で
漁
携
に
よ
り
生
活
の
資
を
得
て
い
た
が
そ
の
内
人
口
の
増
加
に
伴
い
次
第
に
上
流
に
遡
っ
て
行

っ
た
。
生
活
の
形
も
漸
次
変
っ
て
狩
猟
の
民
と
な
る
。
そ
れ
が
更
に
資
源
の
不
足
と
な
っ
て
農
耕
の
民
に
発
展
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

東
南
ア
ジ
ア
で
水
稲
栽
培
の
技
術
を
も
つ
南
種
が
当
初
北
九
州
で
水
稲
栽
培
を
は
じ
め
た
が
、
こ
れ
が
北
種
族
と
ま
じ
り
そ
の
技
能
を
伝

え
、
農
業
立
国
の
吾
が
国
が
は
じ
ま
る
の
で
あ
る
。

た
け
り
ひ
め
た
き
つ
ひ
め

高
天
原
の
天
の
安
川
原
で
、
天
照
大
神
と
素
養
鳴
尊
が
会
見
し
誓
約
を
交
さ
れ
た
時
素
養
鳴
尊
は
多
喜
理
比
売
命
、
多
紀
津
比
売
命
、

い
ち
き
し
ま
ひ
め

市
杵
島
比
売
命
の
三
女
神
を
随
行
せ
し
め
た
。

あ
か
し

そ
し
て
他
意
の
な
い
証
と
し
て
三
女
神
を
高
天
原
に
残
留
せ
し
め
た
。
天
照
大
神
は
三
女
神
の
技
術
を
生
か
し
、
高
天
原
に
「
天
の
狭

田
」
「
長
田
」
を
作
ら
せ
水
稲
栽
培
を
創
め
ら
れ
た
。

註
こ
の
三
女
神
は
海
津
見
系
の
宗
廟
で
あ
り
、
航
海
術
、
水
稲
栽
培
の
開
祖
と
し
て
筑
前
宗
像
神
社
に
紀
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
そ
の
秋
高
天
原
に
は
黄
金
の
稲
穂
が
波
う
っ
た
。
や
が
て
皇
孫
降
臨
の
勘
り
に
は
こ
の
稲
穂
を
授
け
ら
れ
て
水
稲
栽
培
を
奨
励
さ

西
元

四
国
で
は
ま
ず
伊
予
に
上
陸
し
た
。
四
国
の
古
い
名
は
「
伊
予
の
二
名
島
」
と
い
う
。
愛
媛
は
「
兄
姫
」
で
あ
り
、
長
女
に
当
る
姫
が

当
初
四
国
の
主
宰
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

れ
た
の
で
あ
る
。

め
て
行
く
の
で
あ
る
。

延
喜
の
制
に
、
穀
納
の
場
合
、
一
尺
周
囲
を
も
っ
て
一
束
と
し
て
い
る
。
古
代
は
「
斗
」
「
升
」
を
使
わ
ず
何
束
と
云
う
。

航
海
と
農
業
技
術
に
長
じ
て
い
た
祖
先
の
人
達
は
つ
ぎ
つ
ぎ
に
日
本
列
島
の
各
地
に
上
陸
、
川
口
、
湖
沼
か
ら
内
陸
部
へ
と
開
拓
を
進
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お
お
げ
つ
お
の
こ
ろ

つ
ぎ
が
阿
波
で
大
宜
都
姫
で
あ
る
。
は
じ
め
諾
冊
二
尊
が
天
浮
橋
、
即
ち
舟
で
淡
路
の
於
能
古
呂
島
に
上
陸
さ
れ
た
。
淡
路
は
阿
波
路

、

で
上
古
以
来
阿
波
の
管
内
で
あ
っ
た
。

か
い
ふ

あ
ま
く
・
あ
か
し

阿
波
に
は
最
南
端
に
海
部
郡
が
あ
る
。
こ
れ
は
海
人
部
で
綿
津
見
族
で
あ
り
、
綿
津
見
族
の
生
活
の
証
と
考
え
る
銅
鐸
が
那
賀
川
流
域

に
九
つ
、
勝
浦
川
流
域
に
四
つ
、
吉
野
川
流
域
に
十
五
出
て
い
る
。

こ
の
う
ち
吉
野
川
上
流
の
西
祖
谷
山
の
榎
名
神
社
に
あ
る
袈
裟
型
銅
鐸
と
同
型
の
も
の
が
、
士
佐
町
森
の
琴
平
神
社
に
あ
る
こ
と
か
ら

考
え
て
、
吉
野
川
を
遡
っ
て
来
た
同
一
の
種
族
で
あ
ろ
う
。

土
佐
で
も
香
美
郡
の
物
部
川
流
域
に
綿
津
見
族
の
生
活
の
跡
が
承
ら
れ
る
。
南
国
市
田
村
か
ら
銅
鐸
が
出
て
お
り
、
野
市
の
深
淵
神
社

に
は
祖
神
で
あ
る
「
水
夜
礼
花
神
」
を
肥
っ
て
あ
り
、
香
北
町
の
大
川
上
美
良
布
神
社
に
は
大
小
二
個
の
銅
鐸
が
あ
る
。
そ
れ
に
こ
の
川

上
神
社
に
は
玉
依
姫
命
を
祁
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
綿
津
見
族
の
来
た
こ
と
を
証
明
す
る
。

こ
の
海
人
族
は
当
初
は
川
口
や
海
辺
で
漁
携
に
よ
り
生
活
し
て
い
た
が
資
源
の
不
足
、
人
口
の
増
加
に
よ
り
上
流
に
さ
か
の
ぼ
り
つ
い

に
は
魚
だ
け
で
な
く
、
山
猟
を
も
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
部
族
を
山
人
と
い
う
。

一
方
狩
に
従
事
す
る
男
達
の
留
守
を
守
る
女
性
達
は
半
定
着
地
で
あ
る
地
域
で
食
糧
の
補
充
と
し
て
、
木
の
実
や
野
生
の
球
根
類
の
収

集
に
つ
と
め
た
。
そ
れ
も
次
第
に
不
足
す
る
頃
、
穀
物
の
粒
か
ら
発
芽
し
生
成
し
て
実
を
結
ぶ
こ
と
か
ら
考
え
て
種
を
播
く
こ
と
を
初
め

う
け
も
ち

た
・
耕
作
の
初
歩
を
経
験
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
神
話
で
い
う
大
宜
都
姫
命
で
あ
る
。
別
の
名
を
保
食
の
神
と
も
豊
受
姫
大
神
と
も
い

い
農
業
の
神
と
し
て
伊
勢
の
外
宮
に
肥
る
。

さ
て
日
本
列
島
の
地
質
の
骨
組
象
に
な
っ
て
い
る
の
は
結
昌
片
岩
で
こ
れ
は
九
州
の
東
端
よ
り
四
国
の
中
央
部
を
通
り
紀
伊
半
島
を
経

て
埼
玉
県
の
秩
父
に
至
る
古
い
地
層
で
あ
る
。
四
国
に
は
こ
の
風
化
し
た
沃
土
が
あ
る
。
吉
野
川
に
は
肥
沃
し
た
沖
積
層
の
平
野
が
拓
け

て
い
る
。
阿
波
は
粟
の
国
で
、
粟
は
米
の
な
い
時
代
貴
重
な
穀
物
で
あ
っ
た
。

次
に
衣
料
で
あ
る
が
、
「
古
語
拾
遺
」
に
次
の
通
り
あ
る
。
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註
現
在
で
も
神
を
ま
つ
る
際
衣
料
の
麻
が
供
物
と
共
に
あ
る
。
幣
吊
が
そ
れ
で
あ
る
。

吉
野
川
流
域
に
沖
積
し
た
平
野
部
の
肥
沃
な
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
こ
の
沃
土
か
ら
米
、
粟
等
の
穀
物
を
生
じ
、
蚕
を
育
て
た
が
更
に

大
宜
都
姫
命
は
天
富
命
を
派
遣
し
て
、
忌
部
氏
を
率
い
阿
波
、
麻
植
郡
に
移
住
し
麻
を
栽
培
し
た
。
こ
れ
が
阿
波
忌
部
氏
で
あ
る
。

こ
の
忌
部
氏
は
吉
野
川
の
支
流
祖
谷
川
を
遡
っ
て
東
西
の
祖
谷
山
に
入
っ
た
。
こ
れ
が
阿
佐
（
麻
）
氏
で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
国
境

の
京
柱
を
越
え
て
、
西
峰
の
阿
佐
の
祖
と
な
っ
た
と
も
い
う
。

吉
野
川
の
本
流
を
遡
っ
た
も
の
は
本
山
に
入
り
、
山
崎
、
木
能
津
、
助
藤
、
吾
橋
等
に
阿
波
の
地
名
を
残
し
て
い
る
。
山
崎
は
阿
波
山

崎
草
創
の
山
崎
麻
と
い
う
土
佐
切
っ
て
の
良
麻
の
産
地
と
な
っ
た
。

る
◎

こ
れ
で
当
時
は
全
国
の
肥
沃
地
を
吉
野
川
沿
岸
と
利
根
川
沿
岸
に
選
び
繊
維
の
材
料
と
し
て
の
麻
、
梶
の
栽
培
を
行
っ
た
こ
と
が
分

き
び
ひ
え

え
ん
ど
う
そ
ら
ま
め

日
本
で
神
代
の
頃
か
ら
栽
培
せ
ら
れ
て
い
た
も
の
は
稲
、
麦
、
粟
、
黍
、
稗
、
大
豆
、
小
豆
、
碗
豆
、
蚕
豆
な
ど
で
あ
っ
た
。

天
富
命
を
し
て
日
鷲
命
の
孫
を
率
い
、
豊
鏡
の
土
地
を
求
め
て
穀
麻
の
種
を
植
え
し
む
。
そ
の
喬
今
彼
国
に
あ
り
。
大
嘗
の
年
に
当
っ
て
木
綿
、

お
え

布
及
び
種
々
の
物
を
貢
る
。
そ
の
故
に
郡
の
名
を
麻
植
と
な
す
。

天
富
命
さ
ら
に
沃
壌
を
求
め
て
阿
波
の
忌
部
を
分
っ
て
東
国
に
率
い
行
い
て
麻
穀
を
蕃
殖
せ
し
む
。
好
麻
の
生
ず
る
と
こ
ろ
、
是
を
総
国
と
い

今
上
総
、
下
総
の
二
国
と
な
る
。
穀
の
木
の
生
ず
る
所
こ
れ
を
結
城
郡
と
い
う
。
阿
波
の
忌
部
の
居
る
所
即
ち
安
房
郡
と
云
う
。
今
の
安
房
国
こ

れ
な
り
。
云
を

シ
局
〃
。

目
古
代
の
農
作
物
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古
事
記
に
素
蓋
鳴
尊
が
大
宜
都
比
売
を
斬
っ
た
時
、
身
体
か
ら
五
穀
が
出
た
と
あ
る
。
農
業
神
で
あ
る
。

そ
ば
が
日
本
へ
来
た
の
は
元
正
天
皇
の
養
老
六
年
（
七
一
三
）
で
あ
る
。
玉
罰
黍
は
天
正
年
間
（
一
五
七
三
’
九
一
）
甘
藷
が
琉
球
へ

伝
来
し
た
の
は
慶
長
十
三
年
（
一
六
○
八
）
で
薩
摩
へ
来
た
の
が
寛
永
二
年
（
一
六
一
宝
）
で
あ
る
。
こ
ん
に
ゃ
く
は
元
禄
年
間
（
一
六

八
八
’
一
七
○
三
）
に
渡
来
し
た
。

土
陽
測
岳
志
に
次
の
通
り
出
て
い
る
。

大
豆
、
黒
豆
皆
土
佐
郡
、
長
岡
郡
の
山
分
、
大
豆
上
品
な
り
。
粟
豆
常
の
大
豆
よ
り
丸
く
し
て
色
紫
褐
色
、
豆
腐
は
土
佐
国
に
は
古
は
な
し
。
文

禄
年
中
（
一
五
九
二
）
長
宗
我
部
元
親
が
朝
鮮
国
よ
り
虜
人
を
召
つ
れ
、
帰
国
の
時
朴
候
仁
と
い
う
も
の
入
子
孫
あ
り
。
そ
の
後
慶
長
八
年
（
一
八

○
三
）
大
守
一
豊
君
高
知
へ
御
成
移
の
時
朴
氏
子
孫
を
今
の
唐
人
町
へ
樫
蹴
る
。
唐
人
住
居
す
る
故
直
ち
に
唐
人
町
と
名
づ
く
。
こ
の
者
は
じ
め
て

豆
腐
を
作
る
と
云
う
。
今
秋
月
権
兵
衛
、
六
兵
衛
の
先
祖
と
云
う
。

長
宗
我
部
元
親
は
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
九
月
二
十
六
日
土
佐
郡
万
々
村
を
は
じ
め
と
し
、
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
一
月
九
日

長
岡
郡
池
村
新
田
を
終
り
と
す
る
十
一
カ
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
、
土
佐
国
内
に
お
け
る
全
家
高
に
つ
い
て
、
宅
地
、
田
畑
を
計
測
し

た
。
こ
れ
を
天
正
地
検
と
い
い
、
そ
の
記
録
を
天
正
地
検
帳
と
も
長
宗
我
部
地
検
帳
と
も
云
う
。

そ
の
冊
数
は
三
六
八
冊
に
上
り
、
今
尚
完
全
な
形
で
県
立
図
書
館
に
山
内
家
よ
り
寄
贈
さ
れ
保
管
さ
れ
て
い
る
。
藩
政
時
代
や
ぐ
ら
の

倉
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
「
お
倉
帳
」
と
か
「
お
や
ぐ
ら
帳
」
と
も
呼
ば
れ
た
。
現
在
県
指
定
文
化
財
で
あ
る
。

検
地
に
当
っ
て
は
長
宗
我
部
諸
捷
（
別
項
参
照
）
に
基
づ
き
情
実
を
さ
け
、
公
平
正
確
を
期
す
た
め
、
検
地
衆
に
対
し
て
特
に
注
意
が
払

二
天
正
地
検
帳
と
豊
永
郷
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検
地
は
六
尺
三
寸
を
一
間
と
し
、
土
地
高
を
町
、
反
、
代
、
歩
、
勺
、
才
で
表
わ
し
二
才
を
勺
、
二
勺
を
歩
、
六
歩
を
代
、
五
十
代
を

反
、
一
○
反
を
町
と
し
一
反
を
一
石
、
一
代
が
二
升
、
一
歩
が
三
合
、
一
勺
が
二
合
、
一
才
が
一
合
と
し
て
石
高
に
換
算
さ
れ
た
。

以
下
は
地
検
帳
の
原
文
の
ま
ま
表
紙
と
末
葉
の
部
分
の
象
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。

わ
れ
て
い
る
。

（
表
紙
）

中
略

合
天
正
拾
六
誠
年

土
佐
国
長
岡
郡
殖
田
郷
俊
山
堺
之
村

豊
永
地
検
帳

弐
月
廿
二
日

（
原
寸
縦
二
五
・
六
糎
横
二
七
糎
）

土
佐
長
岡
郡
殖
田
郷
俊
山
堺
之
村
豊
永
地
検
帳

合
而
天
正
拾
六
戊
子
年
弐
月
廿
二
日

ひ
か
え

下
丸
ノ

岩
原
名
兵
衛
如

一
、
所
壱
反
廿
代
弐
歩
郎
公
事
分

同
所
ノ
上
同
名
彦
三
郎
居

一
、
弐
反
廿
代
弐
歩
融
敷

同
し
分

ひ
か
え

同
所
ノ
上
同
名
兵
衛
如

一
、
弐
反
三
代
四
歩
融
敷

同
し
分

ひ
か
え

同
上
道
ノ
ウ
エ
同
名
同
し
如

一
、
四
十
代
五
歩
跡
同
し
分

大
門
同
名
主
作

一
、
州
六
代
跡
恥
阿
弥
陀
メ
ン
名
本
分

ひ
か
え

ヲ
サ
キ
同
名
同
じ
拍

下

一
、
壱
反
六
代
屋
敷

公
事
分
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惣
都
合
百
拾
九
町
六
反
六
代
弐
分
半
Ⅲ
鵡
躯
職
嫡

惣
右都旦一一呈

下中上下中上下中上之合川牛桑岩

畠畠畠ヤヤヤ田田田善卑皇室井飼尾原シシシ

キキキ丁〆九名名野村名
九百町数

弐三壱弐拾弐参八七反拾六合
拾町町拾三町拾町反弐七反而
八四三四町弐四五拾拾町六廿旦旦旦－2．
町反歩町九反町反九代六代七布大川筏
六四弐反十八三代三反弐名田平平木
反拾反弐四反拾弐分舟歩
壱三壱拾代弐壱分名村村名奏勺代代拾八弐十代
六代分代三五
歩代五歩歩
四歩勺oo。。
歩勺雨西下八

坪峯害畝
名名村名

此
壱
帳
名
数以

上

ｏ
一
八
川
名

一
中
次
之
村

・
一
福
井
村

・
一
大
滝
名

。
一
夜
須
野
村

・
一
西
川
村

一
落
合

。
一
大
王
名

。
一
立
野
名

・
一
粟
生
村

。
一
三
子
野
名

。
一
中
内
名

。
一
川
渡
名

。
一
柚
木
名

・
一
広
谷
名
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天
正
拾
六
年弐

月
廿
二
日

池
二
郎
右
衛
門
尉

前
田
三
介

中
井
新
左
衛
門
尉

宮
地
五
郎
左
衛
門
尉

岩
村
七
左
衛
門
尉

小
畑
兵
部

近
藤
権
進

久
万
式
部

弘
田
右
京
進

久
武
左
衛
門
佐

重
松
右
京
亮

新
左
衛
門
尉安

勝
吉
勝

道
興

頼
尭

光
季

花
押

花
押

花
押

花
押

花
押
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尚
ま
た
こ
の
地
検
帳
か
ら
大
豊
関
係
分
（
豊
永
郷
及
び
本
山
郷
の
う
ち
現
在
の
大
豊
分
立
川
、
奥
大
田
、
和
田
、
穴
内
、
高
須
、
杉
、
小
川
、
津
家
、
葛
原
川

口
、
谷
、
尾
生
、
磯
谷
）
の
集
計
を
抄
記
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
二
冊
の
末
葉
（
書
式
を
略
す
）

惣
都
合
百
壱
町
廿
壱
代
壱
分
六
勺
田
畠
屋
敷
餓
剛
城

承
応
弐
年
巳
ノ
祖
父
江
久
丞

六
月
十
六
日
上
野
七
兵
衛

二
帳
の
合
計
は
二
百
二
十
八
町
四
反
六
代
二
歩
半
と
な
る
。

此
帳
壱
帳
之
名
数

。
一
中
村
大
王
名

・
一
舟
戸
村

・
一
黒
石
名

右
之
名
数
合
而
拾
七
名

天
正
拾
六
年
弐
月
廿
二
日

（
検
地
役
人
前
に
同
じ
略
す
）

註
こ
の
帳
に
張
紙
あ
り

右
壱
帳
の
縮
と
し
て

中
村
大
王
古
味
名
舟
戸
名
梶
ヶ
内
寺
内
名
連
火
名
桃
原
名
永
淵
名
柳
野
名
大
砂
子
名
西
久
保
名
黒
岩
名
中
屋
平
名
嵯
賀
山
名

大
久
保
名
西
又
名
の
反
別
を
書
き
惣
都
合
百
町
九
反
三
拾
四
代
今
改
算
而

外
二
二
一
十
七
代
弐
分
雌
眺
脈
蝋
牡
堆
杯
駅
違
う

以
上

一
連
火

ｏ
一
柳
野

村名

ｏ
一
蜂
形
名

。
一
梶
ヶ
内
名

。
一
桃
原
名

ｏ
一
大
砂
子
名

。
一
古
見

・
一
寺
内

名村

00
一一

西永

窪淵

名名
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岩
原
名
田
分
一
町
三
反
十
七
代
三
歩
屋
敷
分
二
町
二
反
三
十
五
代

畠
分
二
町
四
反
二
十
四
代
四
歩
合
六
町
三
十
七
代
一
歩
田
畑
屋
敷
荒
共

筏
木
名
田
分
一
町
五
代
屋
敷
分
二
反
八
代

畠
分
七
反
三
十
代
田
二
十
五
代
荒
合
一
町
九
反
三
十
二
代

八
川
名
田
分
一
町
七
反
十
六
代
二
歩
屋
敷
分
二
町
三
十
代
三
歩

畠
分
二
町
二
反
三
十
九
代
一
歩
合
六
町
三
十
代

粟
生
村
田
分
一
町
二
十
八
代
一
歩
内
三
代
荒
屋
式
一
町
三
反
二
代
五
歩
内
一
反
二
十
代
堂
床

畠
分
一
町
八
反
二
十
七
代
二
歩
内
二
反
二
十
代
荒
合
四
町
二
反
八
代
二
歩

大
平
田
分
三
反
三
十
三
代
二
歩
屋
式
二
町
八
反
二
十
四
代
三
歩
内
五
代
堂
床

畠
分
一
町
九
反
十
四
代
内
一
反
荒
合
五
町
一
反
三
十
一
代
五
歩

土
居
分

安
野
々
田
分
五
反
二
十
代
四
歩
屋
式
七
反
十
七
代
五
歩

畠
分
二
反
三
十
代
四
歩
合
一
町
五
反
十
九
代
一
歩

豊
永
土
居
分

川
渡
村
本
田
四
反
十
二
代
三
歩
屋
式
一
町
五
反
三
十
七
代
二
歩
同
出
分
九
反
三
十
七
代
一
歩

畠
分
一
町
一
反
七
代
二
歩
内
四
十
五
代
荒
同
出
分
三
反
四
歩
合
四
町
四
反
四
代

下
土
居

柳
村
本
田
一
町
四
反
八
代
三
分
同
出
分
一
反
四
十
代
五
歩
屋
式
二
町
七
反
三
十
六
代
内
五
代
堂
床

三
豊
永
地
検
帳
第
一
帳
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同
出
分
一
町
二
反
三
十
九
代
四
歩
畠
八
反
十
一
代
二
歩
出
反
四
十
代
二
歩
合
六
町
七
反
三
十
八
代
四
歩

下
土
居

中
須
村
屋
敷
五
反
二
十
代
同
出
分
三
反
四
十
四
代
四
歩

畠
分
三
十
四
代
合
九
反
三
十
八
代
四
歩

落
合
田
分
一
反
三
十
六
代
屋
式
四
反
十
代

畠
分
三
十
六
代
四
歩
合
六
反
三
十
二
代
四
歩

川
井
名
田
分
六
反
三
十
四
代
四
歩
屋
式
一
町
四
反
三
十
四
代
四
歩

畠
分
一
町
九
反
二
十
九
代
五
歩
合
四
町
一
反
九
代
一
歩

大
滝
名
田
分
四
反
二
十
六
代
五
歩
屋
式
二
町
二
代
五
歩
内
一
代
二
歩
堂
床

畠
分
五
反
二
十
五
代
一
歩
合
三
町
四
代
三
歩

中
内
名
田
分
九
反
三
十
六
代
四
歩
屋
式
一
町
六
反
三
十
六
代
四
歩
内
一
代
堂
床

畠
分
五
町
五
反
十
六
代
五
歩
内
一
反
十
五
代
荒
合
九
町
一
反
三
十
八
代
五
歩

西
峰
名
田
分
一
町
二
十
九
代
三
歩
内
八
代
一
歩
荒
屋
式
二
町
五
反
二
代
三
歩
内
八
代
二
歩
堂
床

畠
分
五
町
五
反
十
六
代
五
歩
内
一
反
十
五
代
荒
合
九
町
一
反
三
十
八
代
五
歩

柚
木
名
田
分
一
町
三
反
二
十
七
代
二
歩
屋
式
九
反
九
代
四
歩
内
一
代
堂
床

畠
分
九
反
十
六
代
二
歩
内
三
十
代
荒
合
三
町
一
反
三
十
九
代
二
分

三
子
野
名
田
分
四
反
四
代
三
歩
内
十
代
荒
屋
式
四
反
一
代
五
歩
内
三
代
荒

畠
分
一
町
六
反
十
六
代
四
歩
内
一
反
五
代
荒
合
二
町
五
反

ぬ
た
布
田
名
田
分
二
十
六
反
三
十
七
代
屋
式
七
反
十
六
代
一
歩

畠
分
一
町
六
反
三
十
五
代
四
分
内
二
十
代
荒
合
五
町
三
十
八
代
五
歩
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大
王
名
田
分
五
反
三
十
七
代
三
歩
屋
式
二
反
三
十
二
代
内
十
二
代
荒
堂
床
共

畠
分
一
町
四
反
三
十
二
代
二
歩
合
二
町
三
反
十
二
代
五
歩

八
畝
名
田
分
二
町
六
反
六
代
四
歩
内
二
代
荒
屋
式
一
町
一
反
三
十
七
代
二
代
堂
床
二
代
荒

畠
分
九
反
四
十
六
代
五
歩
内
五
代
荒
合
一
町
七
反
十
七
代
四
歩

下
土
居
分

川
平
田
分
一
町
七
反
三
十
代
内
十
代
荒
屋
式
一
反
二
十
二
代
二
歩

畠
分
一
反
三
十
七
代
内
二
代
荒
合
二
町
三
十
九
代
四
歩

立
野
名
田
分
一
反
二
十
九
代
屋
式
五
反
四
十
一
代
五
歩
内
二
十
五
代
荒
一
代
堂
床

畠
分
九
反
四
十
六
代
五
歩
内
五
代
荒
合
一
町
七
反
十
七
代
四
歩

西
川
分
田
分
四
町
一
反
十
六
代
一
歩
内
二
十
一
代
荒
屋
式
四
反
四
歩

畠
分
五
反
二
十
六
代
合
五
町
三
十
二
代
五
歩
給
五
反
一

土
居
分
手
飼
野
田
分
四
反
十
九
代
二
歩
屋
式
十
五
代
二
歩

畠
分
二
反
三
十
二
代
二
歩
合
七
反
十
八
代

下
土
居
分

福
井
田
分
一
反
二
十
三
代
屋
式
十
一
代

畠
分
三
反
三
十
代
二
歩
合
五
反
二
十
四
代
二
歩

庵
谷
名
田
分
十
二
町
一
反
十
五
代
三
歩
内
三
代
荒
屋
式
二
町
一
反
十
五
代
三
歩
三
代
荒

畠
分
二
町
三
十
七
代
四
分
内
三
十
七
代
四
歩
荒
合
十
七
町
六
反
三
十
二
代

雨
坪
名
田
分
六
町
七
反
十
八
代
二
歩
内
一
反
十
七
代
四
歩
荒

屋
敷
八
町
三
十
五
代
二
歩
内
二
十
五
代
荒

畠
分
一
町
二
十
一
代
二
歩
内
二
十
五
代
荒
合
十
五
町
八
反
二
十
五
代
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中
村
大
王
田
分
四
町
三
反
二
十
九
代
一
歩
内
八
代
荒

畠
分
六
反
三
十
二
代
五
歩

古
見
村
田
分
二
反
二
十
八
代

畠
分
六
反
十
六
代
三
歩

舟
戸
村
田
分
一
町
七
反
三
十
二
代
二
歩

畠
分
一
町
九
反
十
一
代
五
歩
内
五
代
荒

寺
内
名
田
分
二
町
八
反
二
十
五
代
一
歩

畠
分
四
町
十
二
代
一
歩
内
一
反
十
五
代
荒

連
火
名
田
分
五
反
十
九
代
五
歩
内
四
代
荒

以
上
本
帳
分
田
畑
屋
敷
総
縮

田
分
四
十
四
町
七
反
三
歩

畠
分
三
十
三
町
四
反
二
十
九
代
二
歩

中
田
八
町
五
反
十
一
代
三
歩

下
田
三
十
四
町
八
反
三
十
代
五
歩

上
畠
一
町
三
歩

四
豊
永
地
検
帳
第
二
帳

屋
式
四
十
一
町
四
反
二
十
六
代
三
歩
半

総
都
合
百
十
九
町
六
反
六
代
二
歩
半

上
ヤ
シ
キ
ニ
町
二
反
十
四
代
二
分
下
ヤ
シ
キ
十
二
町
九
反
二
十
八
代

中
ヤ
シ
キ
十
三
町
九
反
二
十
八
代

中
畠
三
町
四
反
四
十
三
代
三
歩
下
畠
二
十
八
町
六
反
一
代

屋
式
二
町
五
反
四
十
一
代
二
歩

合
七
町
六
反
十
三
代
二
歩

屋
式
一
反
四
代

合
九
反
四
十
八
代
三
歩
内
三
十
代
川
成

屋
式
一
町
九
反
二
十
二
代
四
歩
内
五
代
堂
床

合
五
町
六
反
二
十
七
代
二
分

屋
式
八
町
七
反
三
十
代
内
二
代
一
歩
堂
床

合
十
五
町
五
反
二
十
五
代
二
歩

屋
式
一
町
三
十
八
代
四
歩
内
五
代
二
分
堂
床
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畠
分
一
町
八
反
十
七
代
一
歩

桃
原
名
田
分
三
町
三
反
十
五
代
三
歩

畠
分
一
町
九
反
二
十
二
代
二
歩
内
三
十
代
荒

永
淵
名
田
分
七
町
四
反
三
代
四
歩
内
四
代
荒
一
反
宮
免

畠
分
三
町
八
反
三
十
九
代
三
歩
三
尺
内
二
十
代
荒

柳
野
名
田
分
五
反
九
代
五
歩

畠
分
八
反
三
十
四
代
一
歩

西
窪
名
田
分
一
町
五
反
二
十
六
代
三
分

畠
分
二
町
一
反
十
五
代
一
歩

中
屋
平
村
田
分
二
町
九
反
十
四
代
三
歩

畠
分
三
反
二
十
七
代

黒
石
栗
ヶ
内
村
田
分
四
町
一
反
二
十
代
二
歩

畠
分
一
町
五
反
九
代
五
歩
内
一
反
五
代
荒

嵯
峨
山

上
東
田
分
二
町
四
反
三
十
代
四
歩

畠
分
一
町
四
反
五
代
内
三
十
代
荒

大
窪
名
田
分
二
町
十
二
代
屋
式
分
一
町
三
十
三
代
一
歩

畠
分
二
町
四
反
十
四
代

合
三
町
八
反
二
十
五
代
四
歩

屋
式
三
町
七
反
二
十
一
代
二
歩
内
五
代
堂
床

合
九
町
九
代
一
歩

屋
敷
四
町
一
反
三
十
二
代
二
歩
内
十
三
代
堂
宮
床

合
十
五
町
四
反
四
十
六
代
三
歩
三
尺

屋
式
四
反
十
八
代
一
歩

合
十
町
三
反
三
十
八
代
四
歩

屋
式
一
町
三
反
三
十
三
代
二
歩

合
四
町
三
十
五
代

屋
式
六
反
三
十
三
代
五
歩

合
三
町
九
反
二
十
五
代
二
歩

屋
式
九
反
三
十
七
代
三
歩
内
三
代
二
歩
堂
床

合
六
町
六
反
二
十
七
歩

屋
式
六
反
二
十
六
代
四
歩
内
三
代
堂
床

合
四
町
五
反
二
十
七
代
二
歩

合
五
町
五
反
十
九
代
一
歩
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和
田
名
下
田
二
町
五
反
三
十
三
代
二
歩
中
畠
三
十
代
二
歩
下
畠
九
反
三
十
九
代
三
歩

上
屋
式
三
十
代
五
歩
中
屋
敷
九
反
二
十
六
代
四
歩
下
屋
式
一
町
九
反
十
五
代

合
六
町
五
反
三
十
五
代
四
歩
内
荒
三
反
二
十
代
四
歩

穴
内
名
中
田
二
反
十
四
代
五
歩
下
田
一
町
七
反
三
十
六
代
一
歩
中
屋
式
三
反
十
八
代

下
田
二
町
五
反
四
十
一
代
三
歩
中
畠
一
反
二
十
一
代
下
屋
式
三
町
五
反
四
十
七
代
四
歩

合
八
町
六
反
二
十
九
代
内
荒
九
反
四
十
代
二
歩

高
須
名
本
田
四
反
六
代
一
歩
下
本
田
二
反
二
十
二
代
四
歩
下
本
ヤ
シ
キ
四
反
三
十
八
代

合
一
町
一
反
十
六
代
五
歩
内
荒
二
反
四
十
六
代

杉
名
中
本
田
六
反
七
代
下
本
田
一
町
八
反
二
十
二
代
二
歩
下
本
ヤ
シ
キ
一
町
二
反
十
四
代
五
歩

合
三
町
九
反
十
九
代
五
歩
二
反
二
十
八
代
五
歩
荒

小
川
名
中
本
田
八
反
十
代
一
歩
下
本
田
一
町
八
反
二
十
一
代
五
歩
下
屋
式
八
反
四
十
五
代
一
歩
内
荒
一
反
十
九
代

津
家
名
中
田
四
反
二
十
七
代
下
田
一
町
二
反
二
十
二
代
三
歩
中
畠
三
反
二
十
代
四
歩

下
畠
四
反
二
十
二
代
本
ヤ
シ
キ
九
反
十
代
一
歩
合
三
町
五
反
二
代
荒
四
反
四
歩

葛
原
名
上
本
田
四
反
四
代
三
歩
同
出
田
二
反
三
十
七
代
四
歩
中
本
田
二
反
二
十
六
代
二
歩

下
出
田
四
十
二
代
三
歩
上
本
畠
一
反
中
本
畠
五
反
四
十
四
代
四
歩
下
本
畠
一
町
四
反
七
代
一
歩

上
本
屋
式
一
反
二
歩
中
本
屋
式
四
十
七
代
四
歩
下
本
屋
シ
キ
九
反
二
十
五
代
三
歩

目
元
本
山
郷
内
旧
大
杉
村
の
分
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下
出
ヤ
シ
キ
ニ
代
三
歩
合
六
町
四
反
三
十
八
代
一
歩
荒
二
反
二
十
六
代
四
歩

奥
大
田
名
下
本
田
一
反
八
代
二
歩
下
本
畠
三
反
十
一
代
五
歩
下
本
ヤ
シ
キ
五
反
四
十
三
代
二
歩

合
一
町
五
反
十
三
代
二
歩
内
荒
六
反
三
十
五
代
一
歩

川
口
名
下
本
田
七
反
八
代
三
歩
下
出
田
二
代
上
本
屋
式
二
反
二
十
五
代
中
本
屋
式
一
反
四
十
八
代
五
歩

下
本
屋
式
一
町
四
反
三
十
二
代
四
分
中
本
畠
四
反
二
十
二
代
二
歩
下
本
畠
一
町
五
反
十
七
代
四
歩

合
四
町
六
反
八
代
内
荒
一
反
三
十
六
代

立
川
上
名
下
本
田
二
反
六
代
五
歩
下
本
畠
八
反
五
代
五
歩
中
本
ヤ
シ
キ
ニ
反
三
十
五
代

下
本
ヤ
シ
キ
四
町
一
反
四
十
六
代
一
歩
下
本
屋
敷
十
五
代
合
五
町
五
反
八
代
五
分
内
荒
三
十
六
代

立
川
下
名
下
本
田
五
反
十
六
代
一
歩
下
本
畠
一
町
四
反
五
代
五
歩
中
本
ヤ
シ
キ
ニ
反
二
十
六
代
四
歩

下
本
ヤ
シ
キ
五
町
二
反
二
代
三
歩
下
出
ヤ
シ
キ
三
代
合
七
町
四
反
三
十
五
代
二
歩
内
荒
二
反
三
十
代
四
歩

谷
名
中
本
田
一
反
三
十
九
代
一
歩
下
本
田
一
町
一
反
二
十
三
代
四
歩
下
本
畠
一
町
五
反
三
十
七
代
一
歩

中
本
畠
二
反
十
四
代
一
歩
上
中
ヤ
シ
キ
一
反
十
三
代
四
歩
中
本
ヤ
シ
キ
九
反
三
代

下
本
ヤ
シ
キ
七
反
二
十
代
合
四
町
七
反
三
歩
内
荒
三
十
五
代
一
歩
出
五
代
一
歩

尾
生
名
下
本
田
三
反
三
十
三
代
二
歩
中
本
田
三
反
四
十
五
代
下
本
畠
一
町
三
反
三
十
三
代
二
歩

中
本
ヤ
シ
キ
十
四
代
下
本
ヤ
シ
キ
一
町
六
反
四
代
二
歩
合
三
町
八
反
十
二
代
二
歩
内
荒
三
反
十
代
四
歩

磯
谷
名
下
田
一
反
四
十
一
代
下
畠
四
反
三
十
五
代
中
ヤ
シ
キ
ー
反
三
十
代
下
ヤ
シ
キ
一
町
合
一
町
八
反
六
代

天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
卯
月
十
日

こ
れ
を
見
る
と
、
耕
地
と
宅
地
を
上
・
中
・
下
の
三
等
級
に
分
け
て
い
る
。
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代
は
、
当
時
の
単
位
で
一
代
が
六
坪
に
あ
た
る
。

合
は
合
計
を
意
味
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
し
、
合
計
が
か
っ
ち
り
合
う
場
合
と
若
干
の
差
の
あ
る
こ
と
も
で
て
い
る
。

四
捨
五
入
か
何
か
の
方
法
を
と
っ
た
こ
と
か
。
切
り
捨
て
、
切
り
上
げ
も
あ
る
よ
う
考
え
ら
れ
る
。

し
ゆ
つ出
は
実
際
の
面
積
よ
り
測
っ
て
み
て
広
い
。
そ
の
差
格
が
出
で
あ
る
。

な
お
六
尺
三
寸
四
方
を
一
坪
に
し
た
も
の
が
、
後
に
六
尺
四
方
に
し
た
時
は
、
出
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
高
知
市
付
近
の
水
田
も
現

在
売
買
す
る
時
、
帳
簿
の
面
か
ら
す
る
と
は
る
か
に
広
い
。
そ
れ
で
測
り
な
お
し
て
売
買
す
る
の
が
通
例
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
社
寺
仏
堂
の
領
地
、
武
士
の
給
地
、
控
地
、
個
人
の
所
有
地
等
各
戸
毎
に
調
査
し
て
い
る
。

今
か
ら
約
四
百
年
前
の
状
況
が
よ
く
わ
か
る
。
こ
れ
を
い
ま
の
耕
地
に
く
ら
べ
る
と
そ
の
大
部
分
が
こ
の
時
す
で
に
開
拓
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
全
く
い
ま
ま
で
の
先
祖
の
努
力
の
集
積
に
驚
く
ほ
か
は
な
い
。

長
宗
我
部
氏
が
全
国
の
諸
侯
に
さ
き
が
け
て
、
こ
の
難
事
業
を
成
就
し
た
事
を
、
豊
臣
秀
吉
は
激
賞
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
仕
事
を

他
の
諸
侯
に
も
や
ら
し
た
が
、
土
佐
の
よ
う
に
り
っ
ぱ
に
で
き
て
い
な
い
。
土
佐
は
辺
地
の
辺
地
ま
で
、
寸
土
に
至
る
ま
で
も
れ
な
く
記

載
し
て
あ
る
。
も
れ
た
所
が
な
い
。
こ
う
し
た
点
は
土
佐
だ
け
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

土
佐
二
十
四
万
石
の
石
高
は
、
こ
の
地
検
帳
の
石
高
の
総
集
計
高
で
あ
る
と
言
う
。

な
お
地
検
帳
の
こ
と
に
つ
い
て
少
し
の
べ
て
お
く
。

本
田
は
水
田
で
あ
る
が
、
上
中
下
の
三
等
級
が
、
豊
永
郷
の
等
級
別
で
あ
る
。
本
来
の
土
地
に
は
上
上
田
、
上
田
、
中
田
、
下
田
、
下

下
田
と
五
つ
に
分
け
て
あ
る
。
こ
れ
は
抄
記
で
あ
る
の
で
、
上
田
の
中
に
は
上
上
田
と
上
田
が
ふ
く
ま
れ
、
下
田
の
中
に
は
下
田
と
下
下

田
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

荒
は
言
う
ま
で
も
な
く
荒
廃
し
た
田
で
あ
り
畠
で
あ
る
。
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さ
て
、
郷
村
帳
の
内
志

舶
数
、
漁
網
数
で
あ
る
。

穴樫四

手碧
内谷藤

な
お
、
こ
（

六
九
か
村
、
吉

開
き
が
あ
る
。

藩
政
時
代
の
村
の
事
情
を
知
る
の
に
、
都
合
の
よ
い
の
が
、
こ
の
土
佐
国
七
郡
郷
村
帳
で
あ
る
。

こ
れ
は
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
に
編
纂
し
た
も
の
だ
か
ら
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
二
百
三
十
年
前
に
な
る
。

そ
の
当
時
の
、
藩
政
の
中
期
の
村
事
情
が
わ
か
る
。
こ
れ
と
天
正
の
地
検
帳
を
比
較
し
て
み
る
の
も
意
義
が
あ
る
。

な
お
、
こ
の
当
時
、
安
芸
郡
に
二
○
か
村
、
香
美
郡
に
一
四
七
か
村
、
長
岡
郡
一
四
八
か
村
、
土
佐
郡
に
一
○
三
か
村
、
吾
川
郡
に

六
九
か
村
、
高
岡
郡
一
三
○
か
村
、
幡
多
郡
に
二
八
○
か
村
、
計
一
○
七
○
か
村
で
あ
る
。
今
の
九
市
七
郡
四
四
か
市
町
村
と
は
大
き
な

こ
こ
で
は
現
在
の
大
豊
町
に
所
属
の
部
落
名
を
記
し
て
、
事
項
を
入
れ
る
。
但
し
、
大
豊
町
に
は
、
船
舶
と
、
漁
網
数
は
な
い
か
ら
、

こ
の
項
は
除
く
。

五
土
佐
国
七
郡
郷
村
帳

郷
村
帳
の
内
容
は
、
郡
別
、
村
落
名
、
い
ま
の
所
属
町
村
名
、
石
高
（
単
位
合
）
、
戸
数
、
人
口
、
猟
銃
、
牛
、
馬
頭
数
、
船

地
一
局

合

三
五
、
九
三
三
」

一
○
、
四
三
二

二
三
、
二
八
七

戸
数

四
六

二
四

三
七

人
口

一
八
九

一
○
一

一
六
九

猟
五四六銃

三二九牛

馬
七八二
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馬豊小杉津葛川高比舗嘗穴和谷尾鰯磯奥立立

大半型碧
浦の
古

瀬永川家原口須味岩鵠内田生ザ谷田名名

地
高

合

五
五
、
一
七
九
．

七
四
、
七
○
七
ゞ

一
五
、
二
七
○

一
八
、
一
二
○

三
八
、
二
○
七

四
○
、
一
五
○

六
五
、
七
一
三

八
六
、
五
八
三

一
○
、
三
八
七

六
九
、
九
八
七

一
一
、
三
三
七

四
六
、
一
六
一

六
四
、
八
八
一

三
五
、
○
四
九

三
九
、
三
九
七

三
七
、
二
八
七

九
一
、
四
四
四

五
九
、
○
九
○

戸
数

一
一
一
一
今
一

一
○
○

一
二
一
ハ

一
四

二
五

一
一
一
一
一

四
一

七
三

一
○

四
四

一
九

三
四

六
五

一
一
一
一
一
一

一
九

二
七

一
一
一
一

七
○

人
口

六
七
七

五
三
八

一
七
八

九
七

一
五
○

一
八
○

二
六
五

四
九
四

六
八

二
七
五

九
五

二
二
七

三
○
二

一
六
八

一
○
○

一
一
一
一

二
二
八

一
ハ
ー
ハ
ー

一一猟

○六五二七二二二三四一四八八二五五六銃

九二三一一一一
五六○二八八二八○四二二○○四八天元牛

一 一

六 三○四○五○○○○七九○○○○○○
馬
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中川八大大蔦怒ぬ南八§立粟中舟黒西

大

内井川藤平§田た王畝ね野尾屋戸石川

中
村
大
王

い
ほ
の
た
に

庵
谷

角
茂
谷

楠
木

村
名

一
七
六
、
六
四
○

七
六
、
二
六
九

五
六
、
五
三
○

五
九
、
五
九
○

五
二
、
○
○
○

八
二
、
六
二
○

五
○
、
五
一
○

八
七
、
二
二
三

二
九
、
七
○
○

六
一
、
五
○
七

六
六
、
五
五
三

地
一
局

合

四
○
、
一
二
七

四
一
、
一
八
三

六
○
、
九
二
三

三
六
、
七
四
三

三
四
、
七
二
七

二
三
、
二
五
七

八
、

四四
八七

五
一

一

戸
数

六二
八五

一
九

四
九

一
二
一
ハ

一

一

五 五

一一

一一

四八一

一 一

三 八三

四
一
五

五
二
九

二
七
四

五
九
九

四
五
三

一
二
四

二
四
七

三
四
九

一

七○
三
五
八

一
一
ハ
ー
ニ 四

ニ
ノ、

九

人
口九

一

一

九
四

四
四一

ハ

猟
銃○一

ハ

一 一

六 四○一五二二四○六
一
一
一

一
一
一

一
一
一

一

四
八

一
八

四
五

四

六

一一

一一

五八

一

一

○ ○

一

一

九 ○

一

毛牛
一

五

一一 一

四八五四七一

四一

○四○六○二○六○○○○四○○七 七‘馬三
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合寺安川梶西連月桃永鳥柳大大筏;:岩西柚ゆ
村

だ

野 ケ砂 名

計内々戸内窪火ぴ原淵：野子窪木曹原峰木：

地
一
局

合

三
一
、
九
八
七

九
一
、
七
七
七

六
○
、
七
四
三

一
九
、
八
四
○

五
五
、
三
八
三

二
○
、
○
一
七

二
二
、
二
四
三

一
五
四
、
九
三
二

九
○
、
一
九
○

三
八
、
五
一
三

四
○
、
七
○
○

五
八
、
八
三
七

三
九
、
九
三
七

一
五
、
三
八
三

二
三
、
○
五
○

戸
数

一
一
一
一
一

一
七
九

五
四八

一
一
一

一
一
一
一
一
一

一
ハ

ニ
九

一
一
一
一
一
一

一
四

一
七

二
七

一
一
一八

一
一
一
ハ

ー
、
九
五
六

人
口

二
五
二

一
、
○
五
○

五
四
一

七
六

一
一
一
一
一
一

二
七
八

三
○

二
七
七

三
六
八

九
八

九
七

二
七
五

一
一
九

四
二

二
七
七

一
三
、
八
○
九

猟
銃
牛

五
三
七

五
九
一
六
四

九
四
○九

五
一
六

七
四
七

○
四

一
一
一
一
一
一
一
一

一
七
二
九

一
二
一
ハ

ニ
七

一
一
二
八七一

ハ

ニ
四
三

一
、
三
○
四

四

三八一四○○二二一○○○○○一四
馬
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人
口
の
少
な
い
僻
地
の
村
落
を
い
く
つ
か
あ
わ
せ
て
郷
と
し
て
、
こ
れ
に
大
庄
屋
を
お
い
て
い
る
。
郷
下
の
各
村
々
に
は
名
本
（
小
庄

屋
）
を
お
く
の
が
原
則
で
あ
る
。
こ
れ
は
便
宜
的
な
行
政
上
の
措
置
で
あ
っ
て
、
幕
府
な
ど
に
は
郷
名
の
届
出
は
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

な
お
、
当

一
、
安
芸
郡
中
・

二
、
香
美
郡
佐
・

四
石
一

韮槙
ノ

三
、
長
岡
郡

る
◎

郷
数
は
近
世
末
期
に
は
四
十
一
郷
に
な
っ
た
。

本
山
郷
（
本
山
村
他
二
村
）

甫
木
山
郷
（
平
山
村
他
二
村
）

六
郷
名
と
村
落
数

当
時
の
郷
名
と
村
落
数
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

生
郷
（
吉
野
村
他
四
五
村
）

山
郷
（
庄
谷
相
村
他
一
三
村
）

村古

郷郷

山

郷
（
中
山
村
他
九
村
）

（
金
地
村
他
八
村
）

（
母
代
寺
村
他
七
村
）
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上
倉
郷
（
樫
谷
村
外
一
八
村
）

本
山
郷
（
汗
見
村
他
二
八
村
）

豊
永
郷
（
久
寿
軒
他
三
六
村
）

四
、
土
佐
郡
領
家
郷
（
宗
安
寺
村
他
五
五
村
）

地
頭
分
郷
（
大
河
内
村
他
二
村
）

土
佐
山
郷
（
土
佐
山
村
他
二
村
）

森
郷
（
東
石
原
村
他
一
二
村
）

本
川
郷
下
分
（
小
松
村
他
一
六
村
）

本
川
郷
上
分
（
寺
川
村
他
七
村
）

五
、
吾
川
郡
池
川
郷
（
土
居
村
他
一
二
村
）

名
野
川
郷
（
川
口
村
他
二
七
村
）

六
、
高
岡
郡
戸
波
郷
（
家
俊
村
他
一
○
村
）

仁
井
田
郷
（
黒
岩
村
他
三
三
村
）

窪
川
郷
上
番
（
向
川
村
他
一
八
村
）

窪
川
郷
下
番
（
宮
内
村
他
一
二
村
）

大
野
見
郷
（
日
野
地
村
他
一
四
村
）
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半
山
郷
（
白
石
村
他
一
二
村
）

黒
岩
郷
（
黒
岩
村
他
一
○
村
）

七
、
幡
多
郡

宿
毛
郷
下
分
（
宿
毛
村
他
七
村
）

宿
毛
郷
上
分
（
坂
下
村
他
）

伊
尾
木
郷
（
佐
賀
村
他
一
四
村
）

入
野
郷
（
姥
川
村
他
一
三
村
）

上
山
郷
上
分
（
田
野
々
村
他
一
七
村
）

上
山
郷
下
分
（
江
師
村
他
一
五
村
）

下
山
郷
下
分
（
用
井
村
他
一
七
村
）

下
山
郷
上
分
（
下
山
村
他
四
村
）

上
山
郷
（
大
用
村
他
八
村
）

宿
毛
郷
上
分
（
和
田
村
他
六
村
）

橋
上
郷
（
神
有
村
他
六
村
）

三
原
郷
（
来
栖
村
他
二
村
）

（
高
知
年
鑑
三
十
三
年
版
）
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五
穀
の
他
に
国
民
食
糧
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
来
た
も
の
に
球
根
類
が
あ
る
。
原
始
時
代
狩
猟
、
漁
携
の
収
入
に
よ
る
肉
類
だ
け

で
は
生
理
的
に
完
全
な
活
動
が
出
来
な
い
こ
と
に
気
付
い
た
彼
等
は
、
植
物
性
の
蛋
白
質
、
炭
水
化
物
を
求
め
て
、
女
、
子
供
の
手
に
よ

り
球
根
類
（
例
え
ば
山
芋
、
ほ
ど
芋
、
か
し
う
、
シ
レ
ィ
笠
や
果
菜
類
（
例
え
ば
山
栗
、
山
柿
、
野
ぶ
ど
う
、
野
い
ち
ご
、
あ
け
び
、
椎
の
実
樫
の
実
、
公
孫
樹
の

事
事
）
を
収
集
し
、
冬
に
備
え
て
貯
蔵
す
る
術
も
お
ぼ
え
た
。
野
ぶ
ど
う
の
如
き
は
貯
蔵
中
日
時
と
温
度
が
た
ま
た
ま
醸
成
を
加
え
糖
分

が
酒
精
化
し
て
葡
萄
酒
も
出
来
た
筈
で
あ
り
、
こ
れ
が
後
世
米
を
か
ん
で
酵
を
作
り
酒
を
作
り
出
す
素
地
と
な
っ
た
こ
と
は
当
然
で
あ

る
。
余
談
で
あ
る
が
日
本
人
は
酒
を
作
る
こ
と
に
か
け
て
は
世
界
有
数
で
あ
り
、
あ
の
豊
醇
な
味
覚
は
他
の
民
族
の
追
随
を
許
さ
ぬ
所
で

あ
る
。

古
事
記
に
日
く
、
錐

此
の
神
酒
は
わ

と
云
い
添
え
て
い
る
。

は
つ
き
も
の
で
あ
る
。
俗
謡
に

球
根
類
の
中
で
最
も
古
く
か
ら
作
ら
れ
て
い
た
も
の
は
芋
（
田
芋
、
又
は
里
芋
と
も
云
う
）
で
あ
る
。
正
月
の
縁
起
を
祝
う
古
い
儀
式
に
田
芋

七
大
豊
の
農
産
物

白
球
根
類

く
ず

雄
略
天
皇
が
地
方
巡
視
に
お
成
り
の
時
、
大
和
の
国
栖
が
自
分
で
造
っ
た
酒
を
献
上
す
る
際
の
歌
に

わ
が
か
み
し
大
御
酒
甘
ら
に
聞
し
も
ち
お
せ
ま
ろ
ば
父



第10章豊永郷の産業677

目
出
度
き
も
の
は
芋
の
種
か
ら
が
太
う
て
葉
が
広
ろ
て
末
は
子
に
子
が
ふ
え
る
の
よ

し
か
し
何
と
云
っ
て
も
球
根
類
で
は
甘
藷
が
王
座
で
あ
ろ
う
。
清
地
に
生
育
し
、
早
越
に
強
く
糖
分
、
澱
分
の
含
量
多
く
、
救
荒
植
物

と
し
て
は
こ
れ
に
優
る
も
の
は
な
い
。
有
名
な
天
保
の
飢
謹
に
も
し
こ
の
甘
藷
が
輸
入
栽
培
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
ど
う
な
っ
て
い

た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
上
記
を
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
と
し
て
今
か
ら
二
百
三
十
年
前
土
佐
に
入
り
安
芸
郡
和
食
村
で
作
り
初
め
ら
れ
た
の
が

最
初
ら
し
い
。

大
豊
町
に
お
け
る
工
芸
作
物
と
し
て
は
繊
維
原
料
と
し
て
の
桑
、
猪
、
三
棚
、
麻
が
あ
り
、
特
殊
作
物
と
し
て
茶
、
黄
濁
葵
、
煙
草
、

ふ
し
（
五
倍
子
）
、
う
る
し
等
が
あ
る
。

ま
た
「
シ
レ
イ
」
（
し
れ
え
）
餅
の
製
造
も
山
村
百
姓
の
救
荒
食
と
し
て
は
忘
れ
て
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

馬
鈴
薯
念
ど
い
も
）
は
じ
ゃ
が
薯
と
も
云
い
、
和
蘭
即
ち
じ
ゃ
が
た
ら
の
名
か
ら
取
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

甘
藷
に
つ
い
て
「
南
路
志
」
は

「
元
禄
中
琉
球
よ
り
薩
摩
へ
渡
る
。
暖
土
に
よ
る
し
、
「
本
草
」
に
南
方
の
海
人
多
寿
な
る
は
五
穀
を
食
せ
ず
甘
藷
を
食
す
る
故
な
り
と
云
う
。

蔓
を
切
り
て
植
え
る
。
土
佐
へ
来
る
事
は
寛
延
の
頃
也
。
山
林
を
是
が
た
め
に
開
発
し
て
云
々
、
甘
藷
を
植
る
事
の
国
中
量
り
が
た
し
里
人
の
糧

と
な
る
も
の
是
に
及
ぶ
も
の
な
し
」

と
誌
し
て
い
る
。
市
原
辰
登
筆
記
に

二
三
年
以
前
よ
り
薩
摩
芋
又
は
唐
芋
と
も
云
う
、
当
国
へ
ふ
と
渡
り
和
食
村
よ
り
作
り
初
め
此
の
頃
国
中
に
弘
ま
る
。
未
だ
此
の
形
を
知
ら
ざ
る

も
の
多
し
。ロ

エ
芸
作
物
（
煙
草
、
椿
、
三
種
、
茶
、
養
蚕
畜
産
）
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た
く
瞳
た
ち
ぢ

「
又
日
高
皇
産
霊
神
祈
生
之
女
各
日
拷
幡
千
々
姫
命
」

た
く

と
あ
る
。
拷
は
太
布
で
、
太
布
の
つ
む
ぎ
織
り
に
堪
能
な
織
姫
の
こ
と
か
。

と

云

う
0

太
布
に
つ
い
て
は
本
居
宣
長
の
著
「
玉
勝
間
」
に

こ
う
ぞ

古
木
綿
（
ゆ
き
と
云
い
し
も
の
は
穀
（
猪
）
の
木
の
皮
に
て
そ
を
布
に
織
り
た
り
し
事
、
す
べ
あ
ま
ね
く
常
の
こ
と
‐
坐
な
り
し
に
中
昔
よ
り
此

庶
民
の
生
活
の
項
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
山
村
の
貧
し
、
い
百
姓
の
衣
類
は
殆
ん
ど
こ
の
太
布
で
作
っ
た
衣
類
で
賄
っ
た
も
の
で
あ
る
。

「
古
語
拾
遺
」
に

釜むし数百年の昔からこの作業には変化がない

桑
に
つ
い
て
は
蚕
糸
の
条
で
述
べ
る
こ
と
と
し
、

煙
草
阿
波
煙
草
の
名
産
地
と
し
て
有
名
な
山
城
谷
三
名
地
方
で
栽
培
さ
れ
た
千

枚
種
に
よ
り
、
往
古
よ
り
豊
永
煙
草
の
名
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
明
治
の
中
期
に
ま
で
及
ん
だ
。

椿
製
紙
原
料
又
は
衣
料
と
し
て
栽
培
起
原
の
最
も
古
い
も
の
に
緒
が
あ
る
。

人
類
は
寒
さ
か
ら
身
を
守
る
た
め
原
始
時
代
は
鳥
獣
の
羽
毛
、
皮
草
や
木
皮
木
葉
を
綴
っ

て
衣
料
と
し
た
が
、
次
い
で
山
野
に
自
生
す
る
藤
蔓
や
葛
蔓
の
表
皮
を
剥
い
で
つ
む
ぎ
に
織

り
上
げ
て
衣
類
と
し
た
。

こ
う
し
た
生
活
の
知
恵
は
文
化
の
進
む
に
つ
れ
、
栽
培
繊
維
に
進
ん
だ
。
吾
が
国
で
は
こ

れ
が
椿
、
麻
の
栽
培
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
し

猪
は
こ
れ
を
蒸
し
て
剥
皮
し
、
皮
を
木
灰
汁
で
煮
沸
し
、
谷
川
の
流
れ
水
に
漂
白
て
乾
燥

な
く

し
た
も
の
を
細
く
つ
む
い
で
（
夜
業
な
ど
で
）
糸
車
に
か
け
撚
り
を
か
け
竹
管
に
捲
い
た
も
の

た

を
地
ぱ
た
で
手
織
り
仕
上
げ
る
の
で
あ
る
。
出
来
上
っ
た
も
の
を
い
わ
ゆ
る
太
布
（
多
布
）
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と
き
わ
め
て
絶
賛
し
て
い
る
。
太
布
は
繊
維
が
粗
で
耐
久
力
が
あ
り
、
こ
れ
を
紺
染
め
に
し
て
畳
の
へ
り
に
使
う
と
清
潔
で
破
れ
に
く
く

重
宝
と
い
う
こ
と
で
上
方
の
商
人
が
こ
ぞ
っ
て
買
付
け
た
と
い
う
。

猪
は
丈
長
く
節
少
く
皮
肉
厚
き
も
の
を
上
と
し
、
結
晶
片
岩
系
の
砂
喋
を
交
え
る
日
当
り
の
よ
い
斜
面
に
良
質
の
も
の
を
産
す
る
。
特

に
吉
野
川
沿
岸
に
良
質
の
も
の
が
あ
り
、
大
豊
の
地
は
天
与
の
産
地
と
し
て
土
佐
紙
の
名
と
共
に
有
名
で
あ
る
。

三
種
天
保
十
五
年
（
一
八
四
三
）
大
倉
永
常
翁
の
記
録
に
「
駿
州
興
津
由
井
の
辺
に
三
種
を
作
る
」
と
あ
る
か
ら
そ
の
頃
す

で
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
土
佐
で
の
栽
培
の
歴
史
は
浅
く
、
明
治
十
二
年
静
岡
県
種
の
栽
培
を
県
に
献
策
し
た
安
芸
の
大

谷
宣
三
が
あ
る
。
（
本
史
は
現
代
に
入
る
余
裕
が
な
い
の
で
こ
こ
は
割
愛
す
る
。
）

茶
茶
は
古
く
か
ら
土
佐
重
要
産
物
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
栽
培
し
た
も
の
で
な
く
自
生
茶
が
山
分
に
多
い
の
で
山
茶
と
も
呼

茶
蒼

ば
れ
た
。

茶
は
暖
地
が
よ
く
、
底
土
に
砂
牒
の
ま
じ
っ
た
土
質
が
適
す
る
、
根
の
深
い
植
物
で
根
は
喋
質
の
間
を
ぬ
う
て
土
中
に
深
く
喰
い
込
む

性
質
が
あ
る
。
従
っ
て
吉
野
川
沿
岸
の
結
晶
片
岩
を
母
岩
と
す
る
大
豊
の
地
は
特
に
適
し
て
い
る
。
山
林
の
伐
採
あ
と
、
山
焼
き
の
跡
地

に
は
山
茶
が
自
然
に
生
え
、
何
時
の
間
に
か
茶
畑
と
な
る
ほ
ど
で
あ
る
。

山
内
一
豊
が
入
国
早
々
土
佐
、
長
岡
、
香
美
ま
た
は
吾
川
諸
郡
の
在
々
へ
茶
師
棒
蔵
主
を
出
張
さ
せ
、
茶
を
採
取
す
る
た
め
に
そ
の
土

地
の
庄
屋
に
協
力
を
命
じ
た
文
書
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
前
長
宗
我
部
氏
に
お
い
て
も
こ
う
し
た
作
物
の
増
殖
を
奨
励
し
た
も
の
で
天

正
地
検
帳
に
も
必
ず
地
目
毎
に
「
猪
有
、
茶
有
、
漆
有
」
と
添
記
し
て
あ
る
。
ま
た
山
内
入
国
後
野
中
兼
山
が
本
山
淀
で
桑
、
椿
、
茶
、

こ
う
ぞ

方
は
紙
に
の
み
造
り
て
、
布
に
織
る
こ
と
は
絶
え
た
り
と
思
ひ
し
に
、
今
の
世
に
も
阿
波
国
に
て
は
太
布
と
云
い
て
穀
の
木
の
皮
に
し
て
糸
を
織
れ

る
布
あ
り
、
色
白
く
い
と
強
く
、
洗
い
て
も
糊
を
は
る
こ
と
な
く
洗
う
毎
に
愈
々
白
く
清
ら
か
に
な
る
と
ぞ
、
此
事
出
雲
国
千
家
清
主
の
も
と
よ
り

い
上
越
せ
り
、
彼
国
よ
り
得
た
り
と
て
其
の
小
さ
な
も
の
を
見
せ
に
こ
ら
れ
た
る
を
見
る
に
、
げ
に
い
と
固
く
い
と
白
く
清
ら
か
な
る
布
に
ぞ
あ
り

け
る
、
こ
は
彼
の
阿
波
の
国
人
に
な
お
よ
く
尋
ね
明
さ
ま
ほ
し
き
事
な
り
、
又
是
を
思
へ
ぱ
他
の
国
々
に
も
あ
る
べ
き
を
広
く
尋
ね
、
知
ら
ま
ほ

け
る
、
こ
は
彼

し
き
事
な
り
。
」
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と
あ
↓
る
。

碁
石
茶
の
製
法
は
ビ
ル
マ
の
碁
石
茶
の
製
法
と
全
く
同
一
で
あ
る
と
‐
い
う
。
原
料
は
、
生
の
山
茶
、
こ
れ
を
摘
ん
で
蒸
桶
に
つ
め
、
釜

に
か
け
て
蒸
す
。
蒸
さ
れ
た
茶
は
桶
か
ら
む
し
ろ
に
移
し
て
醗
酵
さ
せ
る
。
そ
れ
が
す
む
と
別
の
桶
に
つ
め
て
石
を
重
ね
、
圧
縮
す
る
。

ほ
ど
よ
く
圧
縮
さ
れ
た
茶
塊
は
桶
か
ら
と
り
出
さ
れ
て
ま
な
板
の
上
で
適
度
の
大
き
さ
に
蔵
断
し
、
む
し
ろ
に
ひ
ろ
げ
て
天
日
で
乾
燥
し

て
仕
上
げ
る
。
季
節
は
梅
雨
あ
け
の
頃
か
ら
八
月
一
ぱ
い
で
あ
る
が
、
天
候
の
具
合
で
二
十
日
乃
至
三
十
日
は
か
か
る
。
で
き
上
り
が
碁

石
そ
っ
く
り
と
い
う
こ
と
で
碁
石
茶
の
名
が
つ
い
た
と
い
う
。

谷
秦
山
の
「
土
佐
幽
考
」
に

茶
或
書
に
言
う
。
当
脚
の
術
山
邑
よ
り
川
づ
る
所
の
芳
蒋
種
を
多
し
。
特
に
香
美
郡
韮
生
郷
に
て
採
製
す
る
も
の
は
大
抜
と
称
す
。

長
岡
郡
蝦
永
郷
に
お
い
て
川
づ
る
も
の
は
碁
石
茶
と
調
う
。
商
岡
郡
浦
野
山
郷
の
産
は
六
蔵
茶
と
名
づ
く
。
お
の
お
の
も
っ
て
佳
蒋
と
な
す
。
延

享
二
年
（
一
七
四
五
）
茶
向
三
十
斥
入
り
三
千
百
五
十
四
丸
、
但
し
亥
年
出
来
茶
呑
茶
を
引
き
他
国
な
ら
び
に
御
国
へ
売
り
申
す
分
。

製茶碁石茶

漆
等
を
屋
敷
廻
り
や
空
地
に
植
え
る
こ
と
を
奨
励
し
た
こ
と
は
有
名
で

あ
る
。
天
与
の
も
の
と
こ
う
し
た
政
策
に
よ
っ
て
豊
永
郷
の
茶
は
大
い

に
生
産
額
を
高
め
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

池
川
、
名
野
川
及
び
韮
生
あ
た
り
の
茶
は
上
質
で
藩
主
の
御
用
に
供

せ
ら
れ
、
そ
の
故
を
も
っ
て
「
御
膳
茶
」
と
呼
ば
れ
た
。
文
政
の
頃
で

き
た
武
藤
致
和
の
「
南
路
志
」
に
よ
る
と
韮
生
か
ら
出
る
上
茶
は
「
大

抜
茶
」
、
豊
永
郷
か
ら
本
川
郷
あ
た
り
で
は
「
碁
石
茶
」
、
ま
た
は
「
碁

子
茶
」
が
生
産
さ
れ
、
高
岡
郡
の
津
野
山
、
半
山
郷
で
は
「
六
蔵
茶
」

が
あ
り
、
何
れ
も
上
質
で
伊
予
、
讃
岐
に
積
象
出
さ
れ
た
と
い
う
。
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養
蚕
土
佐
の
蚕
業
は
其
の
淵
源
き
わ
め
て
古
く
、
起
源
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
い
が
、
後
ろ
は
四
国
山
脈
の
扉
風
を
以
っ
て
囲

ま
れ
、
前
は
黒
潮
の
暖
流
に
面
し
、
高
温
多
湿
、
桑
樹
の
生
育
に
適
し
、
山
桑
も
至
る
所
自
生
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
天
与
の
養
蚕
地
と

し
て
淵
源
の
古
い
こ
と
は
「
延
喜
式
」
主
計
部
に
、
「
凡
貢
夏
調
糸
者
土
佐
右
二
十
五
国
中
糸
」
（
凡
そ
夏
の
調
糸
を
貢
す
る
も
の
は
、
土
佐
二
十
五

国
中
糸
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
分
る
。

爾
来
七
百
年
文
献
に
よ
る
も
の
を
見
な
い
が
、
山
内
氏
入
国
後
、
野
中
兼
山
は
寛
政
二
十
年
六
月
三
日
に
出
し
た
本
山
徒
の
中
で
、

「
蚕
か
い
候
こ
と
存
じ
候
者
は
、
屋
敷
廻
り
に
桑
の
木
を
並
木
に
植
え
置
き
、
蚕
か
い
申
す
べ
く
、
存
ぜ
ざ
る
者
は
漆
の
木
植
え
申
す
べ
く
、

茶
、
椿
そ
の
外
年
貢
の
便
に
な
る
べ
き
木
は
植
え
申
す
べ
く
、
用
に
た
上
ざ
る
木
も
有
間
敷
候

右
の
木
植
え
さ
せ
、
木
に
掛
る
年
貢
取
る
べ
く
と
て
の
事
に
て
こ
れ
無
く
候
間
、
随
分
植
え
置
き
そ
の
便
に
仕
る
べ
く
候
、
相
背
き
候
は
ぱ
本
人

は
申
す
に
及
ば
ず
庄
屋
曲
事
た
る
事
。
」

と
厳
し
く
増
殖
を
奨
励
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

寛
政
（
一
七
八
九
’
九
九
）
享
和
（
一
八
○
一
’
三
）
の
頃
に
な
る
と
土
佐
名
産
と
し
て
真
綿
の
製
品
が
伝
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
養

蚕
の
発
展
に
よ
り
蚕
糸
の
副
産
物
と
し
て
真
綿
製
品
が
つ
む
が
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
碁
石
茶
に
つ
い
て
郷
土
史
家
平
尾
道
雄
氏
は
「
茶
の
歴
史
と
豊
永
の
碁
石
茶
」
に
つ
い
て
次
の
通
り
述
べ
て
い
る
。

ｌ
前
略
ｌ
で
は
そ
の
製
法
は
い
つ
頃
、
ど
こ
か
ら
伝
へ
ら
れ
た
の
で
せ
う
か
。

こ
の
問
題
は
ま
だ
解
決
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
文
政
時
代
の
「
南
路
志
」
に
記
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
す
で
に
百
五
十
年
以
前
に
は
有
名
に
な
っ
て

い
た
こ
と
は
確
実
で
し
ょ
う
。
名
古
屋
の
「
茶
の
起
源
研
究
会
」
の
橋
本
実
氏
や
松
下
智
氏
は
土
佐
の
碁
石
茶
と
ビ
ル
マ
の
ラ
ペ
ヶ
ァ
ベ
ァ
（
碁
石

茶
）
と
そ
の
製
法
が
そ
っ
く
り
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
茶
の
起
源
を
通
じ
て
は
る
か
な
過
去
に
日
本
民
族
の
起
源
を
考
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

盤
永
の
碁
石
茶
は
経
済
地
理
の
問
題
か
ら
民
族
地
理
の
問
題
に
ま
で
発
展
す
る
可
能
性
あ
り
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
産
業
文
化
財
と
し
て
見
守
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
（
県
民
グ
ラ
フ
一
四
二
号
）
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蚕
種
は
自
給
自
足
で
種
つ
ぎ
の
程
度
で
あ
っ
た
が
、
販
売
蚕
種
と
し
て
約
二
百
年
前
本
川
蚕
種
と
し
て
土
佐
郡
森
で
製
造
さ
れ
た
の
を

は
じ
め
、
そ
の
後
韮
生
蚕
種
、
紅
蚕
、
毛
虫
蚕
、
黄
蚕
な
ど
が
普
及
す
る
に
至
っ
た
。

豊
永
地
方
に
お
け
る
養
蚕
の
導
入
に
は
徳
島
県
の
刺
激
を
受
け
た
事
は
否
め
な
い
。
云
う
迄
も
な
く
吉
野
川
平
野
は
四
国
に
お
け
る
随

一
の
養
蚕
地
で
あ
り
そ
の
影
響
が
漸
次
波
及
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

桑
は
豊
永
地
方
に
は
も
と
も
と
自
生
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
葉
質
粗
悪
、
栄
養
に
乏
し
い
た
め
、
養
蚕
の
普
及
発
展
と
共
に
改
良

の
方
向
に
進
む
。
土
佐
山
村
に
桑
尾
（
桑
生
）
と
い
う
部
落
が
あ
り
、
今
も
可
成
り
自
生
し
て
い
る
と
い
う
が
こ
の
桑
尾
の
も
の
は
一
般
の

山
桑
よ
り
改
良
さ
れ
た
も
の
で
、
葉
は
小
形
で
あ
る
が
葉
面
滑
ら
か
で
光
沢
あ
り
、
蚕
の
食
切
り
が
よ
い
。
こ
の
原
種
は
土
佐
郡
森
よ
り

入
っ
て
来
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
原
木
と
し
て
寺
内
三
谷
家
に
周
囲
六
、
七
尺
も
あ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
ま
た
川
戸
の
西
村
家
の
屋
後

に
も
廻
り
四
尺
以
上
の
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
。

葉
煙
草
元
和
、
寛
永
の
頃
（
一
六
一
五
’
一
六
四
三
）
豊
永
、
川
井
村
の
百
姓
平
吉
と
い
う
者
が
四
国
巡
礼
の
途
中
、
伊
予
の

宇
和
島
で
九
州
の
人
か
ら
そ
の
種
子
を
も
ら
い
受
け
て
帰
村
、
そ
れ
を
自
家
の
畑
に
栽
培
し
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

後
豊
永
郷
一
帯
に
大
い
に
広
ま
り
、
「
豊
永
煙
草
」
の
名
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た
。
今
も
西
峰
に
残
る
浬
謡
に
、

我
が
住
承
馴
れ
し
西
峰
は

中
に
も
煙
草
の
特
産
地

そ
の
名
も
四
方
に
響
き
け
り

昔
は
こ
こ
に
山
内
氏

番
所
お
か
れ
し
要
地
な
り

土
地
高
け
れ
ど
地
味
肥
え
て

実
る
農
作
い
と
多
く

豊
永
郷
の
東
部
に
て
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畜
産
上
記
抄
訳
の
中
に

「
陸
奥
、
武
蔵
、
丹
波
、
土
佐
、
肥
後
、
長
門
に
牛
馬
の
牧
を
開
い
て
諸
国
に
及
ぼ
す
」

と
あ
る
か
ら
上
古
す
で
に
牛
馬
の
増
殖
計
画
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

由
来
豊
永
地
方
の
百
姓
は
牛
を
各
戸
一
頭
以
上
必
ず
飼
育
し
て
い
た
も
の
で
、
「
牛
飼
野
」
な
る
地
名
も
あ
る
。
豊
富
な
草
地
と
畑
を

も
っ
て
畜
産
王
国
を
誇
っ
て
い
た
こ
と
は
寛
政
年
間
に
お
け
る
豊
永
郷
大
庄
屋
の
台
帳
に
牛
一
、
三
○
四
頭
、
馬
一
四
三
頭
と
記
録
さ
れ

て
い
る
処
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
。

馬
に
つ
い
て
も
歴
史
は
古
く
、
醍
醐
天
皇
の
時
、
延
喜
式
兵
部
に
「
土
佐
国
沼
山
村
の
馬
政
を
定
め
、
馬
は
五
、
六
歳
に
し
て
毎
年
左

右
馬
寮
に
進
ぜ
し
め
、
各
硫
刷
劉
を
備
へ
し
む
。
」
と
あ
る
。
馬
は
当
時
軍
用
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
藩
政
時
代
に
住
一
百
石
以
上
の
藩

士
は
軍
馬
を
飼
う
義
務
を
課
せ
ら
れ
て
い
た
為
特
に
関
心
が
払
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

と
あ
る
。

土
佐
材
の
名
声
は
吉
野
時
代
す
で
に
高
い
。

足
利
義
詮
の
貞
治
二
年
（
二
一
六
三
）
に
佐
々
木
道
与
を
奉
行
と
し
て
紀
州
熊
野
新
宮
を
造
営
せ
し
め
た
が
、
そ
の
木
材
を
社
領
で
あ

っ
た
土
佐
の
大
忍
庄
審
美
郡
槙
山
、
西
川
、
東
川
、
徳
王
寺
）
の
諸
村
か
ら
寄
進
さ
せ
て
お
り
、
土
佐
材
移
出
の
一
例
で
あ
る
。

土
佐
材
は
杉
と
桧
が
特
に
有
名
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
土
佐
は
四
国
山
脈
で
北
風
を
遮
ぎ
ら
れ
、
黒
潮
の
暖
流
を
う
け
て
高
温
多
湿
、
雨
量
は
三
五
○
○
ミ
リ
に
及
び
林

八

林
業
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長
い
戦
乱
の
為
土
佐
藩
も
財
政
の
窮
迫
を
来
す
こ
と
に
な
る
。

元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
執
政
野
中
兼
山
は
自
か
ら
京
都
に
赴
き
債
権
者
と
協
議
し
負
債
の
償
還
を
三
ヵ
年
に
行
う
こ
と
を
取
付
け
る

と
共
に
、
白
髪
山
の
木
材
を
伐
採
し
て
吉
野
川
を
流
下
し
大
阪
に
輸
送
、
売
却
し
て
累
年
の
負
債
を
返
済
し
た
。

こ
の
時
仕
置
役
の
小
倉
少
助
は
山
林
の
濫
伐
を
戒
し
め
輪
伐
の
法
を
定
め
る
等
山
林
の
制
度
を
改
め
た
。
兼
山
も
こ
れ
を
つ
い
で
木

材
、
薪
炭
の
搬
出
の
船
の
数
を
制
限
し
、
輪
伐
を
励
行
す
る
と
共
に
移
出
額
に
幾
分
の
口
銀
を
課
し
て
年
々
三
○
○
○
貫
の
収
入
を
得
藩

主
の
参
勤
交
代
の
費
用
に
あ
て
た
。

世
に
云
う
寛
文
の
改
革
に
よ
り
兼
山
が
失
脚
、
是
等
の
制
限
を
撤
廃
し
た
た
め
濫
伐
が
行
わ
れ
、
市
価
は
崩
れ
且
つ
山
林
は
荒
廃
し

た
。
こ
の
た
め
元
禄
大
定
目
に
「
山
林
大
要
定
」
を
制
定
、
爾
来
藩
庁
は
山
奉
行
を
置
き
山
林
の
保
護
育
成
に
つ
と
め
た
の
で
あ
る
。

木
の
成
長
率
は
き
わ
め
て
高
い
。
杉
は
安
芸
郡
の
魚
梁
瀬
山
と
野
根
山
、
桧
は
本
山
の
白
髪
山
が
名
高
い
。

天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
豊
臣
秀
吉
が
京
都
東
山
に
大
仏
殿
建
立
を
企
図
し
た
際
、
木
曾
、
熊
野
と
共
に
土
佐
に
用
材
搬
出
の
命
が

あ
り
、
長
宗
我
部
元
親
は
長
男
信
親
と
共
に
自
か
ら
奈
半
利
の
奥
地
に
ま
で
出
張
、
伐
木
を
指
揮
し
た
。
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
伏
見

築
城
の
時
に
も
土
佐
、
木
曾
か
ら
用
材
を
と
り
寄
せ
て
い
る
。

た
。
こ
の
た
め
元
禄
大
｛

士
陽
淵
岳
志
に
言
う
。

「
良
材
諸
山
所
出
多
し
。
わ
け
て
杉
桧
、
野
杉
最
も
名
物
な
り
。
か
つ
て
聞
く
、
大
阪
長
堀
に
白
髪
町
と
言
う
所
あ
り
。
元
禄
の
頃
、
大
阪
常
永

町
銅
金
屋
、
植
松
屋
と
言
う
者
、
両
人
当
国
長
岡
郡
本
山
の
白
髪
山
の
杉
、
桧
引
合
成
り
、
鯵
た
だ
し
く
良
材
を
大
阪
に
上
せ
け
る
に
、
二
三
年
の

中
に
商
売
多
く
出
て
、
一
と
町
取
立
て
る
白
髪
山
の
良
材
故
に
成
就
し
た
る
町
な
れ
ば
名
付
け
た
る
か
。
」

日
土
佐
藩
の
林
政
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な
お
、
土
佐
藩
に
「
過
怠
木
」
と
言
う
制
度
が
あ
る
。
こ
れ
は
盗
伐
者
に
罰
則
と
し
て
苗
木
を
植
え
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
消

極
的
な
木
材
保
護
の
政
策
で
は
あ
る
が
、
な
か
な
か
味
が
あ
る
。

文
化
年
間
（
一
八
○
四
）
の
西
峰
関
係
文
書
に
、
番
人
三
谷
助
五
郎
の
家
来
、
彦
太
夫
ら
五
人
、
総
頭
の
太
左
衛
門
、
猪
之
助
ら
三
人

に
、
杉
桧
苗
百
三
十
本
、
同
村
百
姓
の
新
蔵
ら
二
十
人
に
同
じ
く
八
百
七
十
本
を
植
樹
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
右
の
者
は
西
峰
村
地
主
、
若
宮
三
所
の
宮
林
一
か
所
の
内
、
右
面
々
と
も
杉
本
木
一
木
、
相
背
き
、
御
詮
議
の
上
、
過
怠
木
の
た
め
、
右
宮
林

並
び
に
近
山
御
留
山
の
内
へ
、
杉
桧
苗
木
右
の
通
り
植
え
つ
け
仰
せ
つ
け
ら
れ
候
に
つ
き
、
入
念
に
植
付
け
の
た
め
、
向
き
向
き
生
立
ち
す
べ
く
候

に
次
の
通
り
。

二
、
明
春
を
期
し
て
、
大
和
柿
と
蜜
柑
の
穂
を
取
寄
せ
、
百
姓
の
希
望
に
任
せ
て
、
配
分
接
種
す
べ
き
こ
と
。

三
、
第
三
条
は
、
木
綿
、
菜
種
、
煙
草
を
散
田
に
栽
培
せ
し
む
べ
き
こ
と
。

四
、
第
四
条
は
、
上
山
、
羽
山
に
自
生
す
る
「
む
ら
さ
き
」
を
各
地
に
移
植
し
、
染
料
に
供
す
べ
き
こ
と
。

こ
う
し
た
こ
と
を
告
げ
て
、
す
べ
て
草
木
の
利
用
厚
生
に
は
ぬ
か
り
な
く
、
そ
の
造
成
を
深
く
奨
励
し
て
い
る
。

野
中
兼
山
の
こ
う
し
た
林
業
政
策
は
、
そ
の
時
代
に
強
く
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
そ
れ
で
こ
そ
後
世
の
土
佐
が
林
産
王
国
の
名
を
な
し
た

わ
け
で
あ
る
。

土
佐
の
白
髪
山
の
良
材
を
取
扱
う
の
が
白
髪
町
と
い
う
一
町
の
木
屋
問
屋
町
が
出
来
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

野
中
兼
山
の
植
林
政
策
は
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
十
二
月
一
百
布
告
し
た
。
そ
の
徒
書
は
十
五
ヵ
条
で
あ
る
が
、
そ
の
内
第
一
条

一
、
御
国
中
在
を
所
々
に
漆
の
木
、
桑
の
木
、
茶
の
木
、
植
え
申
す
べ
く
候
。
猪
は
何
の
地
に
も
生
立
ち
よ
く
候
。
山
掛
り
、
又
弘
屋
敷
所
持
の
者

は
、
杉
、
桧
、
桐
、
松
の
木
に
よ
ら
ず
植
え
申
す
べ
く
、
杉
苗
は
ふ
せ
付
た
る
者
又
は
出
家
な
ど
功
者
こ
れ
あ
り
候
間
、
吟
味
を
遂
げ
、
在
々
に

過
分
ふ
せ
さ
せ
分
配
分
植
え
さ
せ
申
す
べ
く
候
。

第
二
条
は
、
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寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
三
月
に
、
山
奉
行
原
田
弥
平
次
、
手
島
喜
六
の
手
で
作
成
せ
ら
れ
た
「
山
林
諸
木
並
竹
定
」
は
、
留
山
や
留

木
に
関
係
し
た
案
文
で
あ
る
。
そ
の
中
に
こ
ん
な
項
が
あ
る
。

国
中
の
良
材
、
美
林
、
そ
の
他
土
砂
崩
壊
の
恐
れ
の
あ
る
所
は
、
伐
採
禁
止
林
に
指
定
し
た
。
こ
れ
が
お
留
山
制
度
で
あ
る
。

そ
の
種
別
は
、
留
山
、
留
山
預
、
所
林
、
井
林
等
が
あ
る
。
山
林
関
係
の
所
役
に
は
、
山
奉
行
三
人
、
下
役
五
人
、
証
拠
役
一
人
、
山

改
役
十
一
人
、
仕
成
役
十
一
人
、
生
育
役
二
人
、
銀
米
役
二
人
、
張
番
役
二
人
、
留
書
役
三
人
、
下
山
改
役
十
三
人
、
山
廻
り
役
十
三
人
、

近
在
廻
り
役
六
人
、
国
境
山
番
役
二
十
九
人
が
お
か
れ
た
。

と
あ
る
。

る
。

杉
一
本
に
つ
い
て
、
杉
桧
の
苗
一
千
本
を
植
付
け
さ
せ
る
厳
罰
主
義
で
あ
る
。
（
こ
れ
は
西
峰
三
谷
文
書
、
土
佐
藩
林
業
経
済
史
、
平
尾
道
雄
著
に
拠
る
）

同
所
番
人
三
谷
助
五
郎
、
同
庄
屋
松
本
文
左
衛
門
、
同
年
寄
総
次
郎
、
重
作
が
連
名
で
、
御
山
方
役
所
に
差
出
し
た
文
書
の
控
が
あ

き
わ

様
仰
せ
渡
さ
れ
畏
承
奉
り
候
。
然
る
に
雑
木
相
立
候
中
へ
、
植
え
つ
け
候
て
は
、
生
い
立
ち
申
す
間
じ
く
、
植
付
場
所
御
見
分
の
上
御
極
め
仰
せ
つ

け
ら
れ
度
く
云
云
」

一
、
え
ん
じ
ゆ
花
も
用

一
、
き
は
だ
実
も
用

覚 ロ
留
山
制
度
と
山
奉
行

一
、
い
て
ふ

一
、
漆
実

蝋実
にも
用用



第10章豊永郷の産業687

一
、
桧
休
場
山
（
八
畝
）

但
桧
、
縦
、
栂
、
此
外
浅
木
生
立

東
は
槙
山
の
畝
よ
り
川
俣
大
路
合
限
、
南
は
つ
づ
け
の
釜
か
ぎ
り
。
西
は
ぎ
や
し
ら
び
そ
限
り
、
堂
床
を
流
れ
る
谷
限
り
、
北
は
橋
平

荒
よ
り
出
崎
分
出
る
寄
合
谷
か
ぎ
り

山
高
二
町
半
、
横
三
十
町

っ
て
い
る
。

Ｂ
御
留
山

一
、

東
は
さ
つ
ま
の
谷
限
り
、

山
高
三
町
横
五
町

延
享
二
丑
年
（
一
七
四
五
）
大
庄
屋
よ
り
提
出
し
た
差
出
し
に
よ
る
と
豊
永
郷
中
の
御
留
山
は
十
四
ヶ
所
、
所
林
は
二
十
一
ヶ
所
と
な

て
い
る
。
そ
の
内
訳
を
み
る
と

山
高
二
町
半
、
儲

黒
滝
山
（
八
畝
）

一 一 一 一

、 、、、

右
の
実
と
も
当
分
御
制
禁
に
て
は
御
座
無
く
候
へ
ど
も
、
用
ゆ
べ
き
品
の
た
め
、
御
覚
書
、
書
付
け
申
候
。
（
平
尾
道
雄
土
佐
藩
林
業
経
済
史
に
拠
る
）

かが樫
やんの

び実

し
ら
は
ぜ
実
蝋
に
成
る

樫
の
実
民
の
食
物
に
成
る

が
ん
ぴ
紙
草
に
な
る

白
豊
永
郷
の
御
留
山
と
所
林

実
も
用

南
は
か
げ
荒
限
り
、
西
は
野
田
尾
限
り
、
北
は
野
谷
限

一一

、、、

椿
の
実

ひ
わ
ふ

と
ち
の
木

油
に
成
る

紙
草
に
成
る

民
の
食
物
に
な
る
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一
、
大
王
山
（
南
大
王
）

木
品
縦
、
栂
、
浅
木
生
立

東
は
大
沙
限
、
西
は
川
限
、
北
は
大
渡
限
、
南
は
大
沙
限
り

山
高
三
町
余
横
九
町
余

一
、
大
坊
子
山
（
怒
田
）

但
し
木
品
縦
、
栂
、
浅
木
有

東
は
な
尾
谷
限
、
南
は
韮
生
境
峡
限
、
西
は
大
生
境
限
、
北
は
目
ひ
の
谷
北
の
興
限
り

山
高
五
十
七
町
、
横
二
十
五
町

一
、
怒
田
山
（
怒
田
）

東
は
佐
賀
里
野
限
、
南
は
大
ほ
う
じ
お
留
山
境
の
お
も
谷
限
、
西
は
お
も
谷
限
り
、
北
は
柚
木
境
限

山
高
三
町
横
二
十
五
町

一
、
柚
木
山
（
柚
木
）

但
木
品
、
縦
、
栂
、
浅
木
有

西
は
小
谷
口
之
西
久
限
、
東
は
じ
ん
ぐ
見
石
よ
り
西
峰
境
限
、
北
は
た
も
口
限
口
南
は
怒
田
村
境
怒
田
御
留
山
境
か
ぎ
り

山
高
平
等
三
町
横
十
八
町

一
、
小
桧
曾
尾
山
（
古
来
三
つ
留
山
）
（
西
峰
）

東
は
川
限
り
、
西
は
□
口
分
小
谷
半
分
の
宮
限
り
、
南
は
御
林
限
り
、
北
は
谷
限
り

山
高
平
等
五
町
横
一
町

一
、
岩
原
山
（
岩
原
）
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但
し
木
品
、
杉
、
桧
引
地

ソ
コ
ヒ
キ
ノ
モ
ト
よ
り
上
ノ
ト
ャ
西
峰
境
ま
で

山
高
五
百
八
十
四
間
横
三
間

一
、
梶
ヶ
内
山
（
梶
ヶ
内
）

但
桧
、
縦
、
栂
浅
木
有

東
は
披
沙
限
、
南
は
弥
九
郎
と
や
限
り
、
西
は
引
沙
限
、
北
は
小
谷
限

山
高
四
町
横
十
三
町

一
、
番
屋
敷
山
（
西
峰
）

東
は
川
か
ぎ
り
、
西
は
お
の
神
限
、
南
は
大
石
の
沙
但
久
保
限
、
北
は
宮
林
限

山
高
五
町
横
三
町
半

○
所
林
（
今
で
云
う
入
会
林
（
部
落
有
林
）
）

一
、
粟
生
鎌
倉
山

山
高
二
町
横
四
町

一
、
柚
木
沖
見
山

山
高
三
町
横
三
町

一
、
柚
木
栃
の
木
山

一
、
西
峰
貞
碓
山

山
高
三
町
横
七
町

一
、
西
峰
広
瀬
山
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一
、
西
峰
栃
成
山

一
、
西
峰
仁
人
の
滝
山

一
、
西
峰
向
イ
山

一
、
桃
原
坊
主
畑
山

一
、
梶
ヶ
内
平
野
山

一
、
梶
ヶ
内
休
場
山

一
、
梶
ヶ
内
伊
保
山

一
、
同
戸
夷
山

一
、
同
戸
石
谷
山

一
、
津
家

山
高
一
町
半
横
一
町

山
高
一
町
半
横
二
町

山
高
四
十
間
横
二
町

山
高
平
一
町
半
横
十
町
程

山
高
一
町
横
一
町

山
高
一
町
横
一
町

山
高
一
町
横
二
町

山
高
六
町
横
五
町

山
高
四
町
横
六
町

津
毛
の
尾
山
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山
高
二
町
横

一
、
北
川
カ
ヌ
ノ

山
高
五
町
横

一
、
北
川
北
川
山

山
高
一
町
半

一
、
馬
瀬
久
保
岡

た
ふ

猪
の
皮
か
ら
多
布
を
織
っ
て
衣
料
と
し
た
こ
と
は
す
で
に
の
べ
た
が
、
猪
を
原
料
と
し
た
和
紙
の
製
造
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。

延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
豊
永
郷
大
庄
屋
か
ら
郡
奉
行
あ
て
の
指
出
し
に
よ
る
と
紙
漉
き
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

山
高
六
町
横
七
町

註
所
林
に
つ
い
て
は
維
新
後
各
村
で
個
人
に
分
配
し
た
り
、
国
に
買
上
げ
て
も
ら
い
国
有
林
と
な
っ
た
り
、
現
在
入
会
林
と
し
て
残
っ
て
い
る
山
は
全
く
な
い
。

粟
生
村

紙
漉

西
川
村

八
畝
村
紙
漉
人
数
七
人
但
在
所
紙
草
漉
立
不
足
仕
分
は
紙
不
漉
村
よ
り
取
来
漉
立
、
御
蔵
紙
に
及
売
上
候

九
大
豊
の
紙
業

久
保
岡
山

カ
ヌ
ノ
ク
ビ
山

川
横
四
町

八
人

横
三
町

横
二
町
半
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岩
原
村

大
平
付
紙
漉
人
数
五
人
但
当
村
川
米
草
並
外
よ
り
間
洲
漉
立
申
候

大
滝
村

八
川
村

紙
漉
人
数
七
人
但
在
所
出
来
草
で
漉
立
申
候

紙
漉
二
十
人
但
在
所
川
来
草
並
他
村
よ
り
買
入
漉
立
申
候

紙
漉
人
数
二
十
人
但
叫
在
所
に
川
米
紙
草
ヲ
以
漉
立
売
上
申
候

紙漉（岩原にて）

紙
漉
人
数
二
人
但
在
所
中
紙
漉
立
申
候
村
外
相
残
分
近
村
へ
売
出
申
候

南
大
王
村

紙
漉
人
数
二
人
但
紙
草
在
所
に
有
之
分
漉
立
売
上
る

怒
田
村

紙
漉
十
二
人
但
当
在
所
中
に
紙
草
有
之
、
漉
立
申
候

柚
木
村
紙
漉
人
数
十
二
人
但
在
所
中
に
紙
草
有
之
漉
立
売
上
申
候

西
峰
村
紙
漉
人
数
二
十
人
但
村
中
紙
草
有
漉
立
申
候

中
内
村
紙
漉
人
数
二
十
二
人
但
村
中
に
紙
草
無
之
候
他
村
よ
り
入
納
漉
立
候

川
井
村
紙
漉
人
数
三
十
人
但
当
在
所
出
来
紙
疏
漉
取
外
村
よ
り
買
洲
漉
巾
候



第10章豊永郷の産業693

と
あ
り
、
豊
永
郷
中
紙
を
漉
い
て
い
た
村
は
十
三
ヶ
村
（
一
六
七
戸
）
で
全
部
下
土
居
以
東
の
東
豊
永
に
集
中
し
て
い
る
。
政
策
的
に
そ

う
し
た
も
の
か
、
東
豊
永
以
外
の
村
々
に
は
そ
の
技
術
を
特
別
な
理
由
で
伝
え
な
か
っ
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
産
地
が

集
中
し
て
い
る
こ
と
は
研
究
の
必
要
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
内
容
を
み
て
ぷ
る
と
、
南
大
王
、
怒
田
、
柚
木
、
西
峰
、
八
川
、
岩
原
の
六
ヶ
村
は
そ
れ
ぞ
れ
、
村
内
で
生
産
さ
れ
る
緒
草
充
当

分
だ
け
の
生
産
に
止
ま
っ
て
い
る
が
、
西
川
、
中
内
、
川
井
、
大
滝
、
大
平
の
各
村
は
在
所
の
緒
草
ば
か
り
で
な
く
、
他
村
か
ら
原
料
を

購
入
し
て
紙
を
生
産
し
、
御
蔵
紙
（
藩
に
納
入
）
並
に
売
却
分
に
充
当
し
て
い
る
。

ひ
の
塔

こ
の
う
ち
中
内
、
川
井
、
大
平
、
大
滝
な
ど
い
わ
ゆ
る
陽
の
地
百
姓
の
地
域
は
現
在
の
そ
れ
に
似
て
耕
地
の
割
に
労
力
が
余
剰
で
あ
ろ

う
か
、
他
に
比
し
紙
鵬
も
従
事
者
が
多
い
。

西
峰
と
中
内
の
中
間
に
漉
長
と
い
う
地
名
が
あ
る
。
当
時
猪
草
を
漉
長
付
近
の
川
で
さ
ら
し
た
為
こ
の
名
が
つ
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う

た
ふ

緒
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
多
布
の
原
料
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
来
た
が
、
吾
川
郡
伊
野
町
成
山
の
安
芸
三
郎
左
衛
門
が
紙
と
し
て
漉
き

あ
げ
る
こ
と
に
成
功
、
逐
次
山
間
地
帯
に
普
及
し
た
も
の
が
寛
永
、
寛
文
（
一
六
二
九
’
一
六
七
二
）
の
時
代
、
時
の
土
佐
藩
執
政
野
中

兼
山
等
の
奨
励
に
よ
り
大
い
に
盛
ん
に
な
っ
た
と
云
わ
れ
る
。

し
か
し
、
土
佐
藩
の
専
売
政
策
に
よ
っ
て
紙
業
が
特
定
の
地
域
の
承
で
発
達
し
た
た
め
一
般
的
な
普
及
は
抑
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

し
か
も
専
売
制
を
と
り
、
藩
の
御
用
商
人
に
よ
る
安
い
価
格
に
よ
る
割
当
買
上
げ
と
重
い
「
口
銀
」
に
生
産
者
の
不
満
は
つ
の
る
一
方
で

あ
っ
た
。

か
0

こ
の
為
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
吾
川
郡
池
川
郷
農
民
の
伊
予
逃
散
と
い
う
有
名
な
大
事
件
を
起
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
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猪
は
主
と
し
て
田
畑
の
畦
畔
に
自
生
す
る
。
こ
れ
を
十
二
月
か
ら
三
月
頃
迄
の
間
に
鎌
で
切
り
取
り
、
集
め
て
小
枝
を
打
ち
寸
法
を
揃

え
て
束
ね
る
。
こ
の
束
を
更
に
集
め
て
大
き
く
束
ね
（
大
体
七
十
貫
位
の
も
の
）
大
き
な
釜
に
立
て
上
か
ら
「
こ
し
き
」
と
よ
ぶ
桶
を
か
ぶ
せ

て
蒸
す
の
で
あ
る
。
約
三
時
間
位
で
蒸
し
上
る
、
こ
れ
の
表
皮
を
は
ぎ
、
竿
に
か
け
て
乾
燥
す
る
。
乾
上
っ
た
の
を
黒
皮
と
い
い
、
十
貫

匁
毎
に
束
ね
る
。
は
い
だ
幹
は
「
カ
ヂ
ガ
ラ
」
と
よ
び
、
い
ろ
り
、
風
呂
の
た
き
つ
け
と
な
る
。

こ
の
作
業
は
冬
期
、
し
か
も
一
番
釜
の
む
し
上
る
の
は
午
前
七
時
頃
で
あ
り
、
寒
い
作
業
で
あ
っ
た
。
蒸
す
と
き
「
こ
し
き
」
の
上
部

に
甘
藷
を
入
れ
て
椿
と
共
に
ふ
か
し
た
の
が
間
食
の
楽
し
ゑ
と
も
な
っ
た
。
こ
の
出
来
上
っ
た
黒
皮
を
川
や
谷
水
に
さ
ら
し
、
表
皮
を
は

ぐ
。
こ
れ
を
「
へ
ぐ
る
」
と
い
う
。
こ
れ
を
更
に
天
日
で
乾
燥
し
た
も
の
（
白
草
と
い
う
）
を
取
入
れ
、
釜
で
煮
上
げ
る
。
煮
つ
ま
っ
た
も

の
を
桶
に
取
り
出
し
、
一
本
毎
に
節
の
部
分
に
残
っ
た
表
皮
や
、
屑
も
の
を
取
除
き
、
そ
れ
を
水
車
や
「
ダ
イ
ガ
ー
ご
で
提
き
上
げ
ど
ろ

ど
ろ
の
状
態
に
す
る
。
こ
れ
を
「
フ
ネ
」
に
入
れ
「
ね
の
り
」
ま
た
は
「
フ
ノ
リ
」
を
混
入
し
て
漉
ぎ
あ
げ
る
の
で
あ
る
。

㈲
和
紙
の
製
造
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